


はじめに

このたびは、dbMAGICをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

dbMAGICは、システム開発の専門的なユーザ（ システムアナリスト、システム設計者、プログラマーの方々など）を対

象とした、データベースアプリケーション開発のためのツールです。

この「dbMAGIC Ver.8.2用語集」では、初心者を対象に dbMAGIC基本となる用語の概念を解説しています。dbMAGICを

ご使用になる時にお手元に置いてご活用ください。

1999年 2月 5日 マジックソフトウェア・ジャパン株式会社

ご注意

(1) 本マニュアルの内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。

(2) 本マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。

(3) 本マニュアルの内容については万全を期して作成しましたが、万一誤り、お気付きの点などがございました

ら、ご連絡くださいますようお願い致します。

(4) 運用した結果の影響につきましては、(3)項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

Windowsおよび WindowsNTは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。

dbMAGICはマジックソフトウェア・ジャパン株式会社の商標です。

一般に会社名、製品名は会社の商標または登録商標です。

Copyright 1999
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機種別キー操作の違い

本マニュアルで使用している特殊キーの表記と実際使用しているコンピュータのキーの表記とは若干異なる場合があり

ます。下記の一覧表を参照してください。

表記 PC-9801 DOS/V
� �

F1
� �

–
� �

F10
� �

f�1 – f�10 F1 – F10
� �

Caps Lock
� �

CAPS Caps Lock
� �

Shift
� �

SHIFT Shift
� �

Ctrl
� �

CTRL Ctrl
� �

PgUp
� �

ROOL UP PageUp
� �

PgDn
� �

ROOL DOWN PageDown
� �

Ins
� �

INS Insert
� �

Del
� �

DEL Delete
� �

Back Space
� �

BS Back Space
� �

Tab
� �

TAB Tab
� �

 
� �

,
� �

Enter
� �

� �

 
� �

Enter
� �

Alt
� �

GRP Alt
� �

Home
� �

HOME CLR Home
� �

End
� �

HELP End
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第1章 dbMAGIC用語集
1.1 この用語集について

この用語集では、dbMAGICアプリケーションの開発および実行時の環境で使用する用語について解説します。

この用語集は、dbMAGICの用語に親しんでいただくことを目的としています。dbMAGICエンタープライズ

版の詳細については、以下のマニュアルを参照してください。

■ 新機能ガイド 　

dbMAGIC Version８の新しい機能についての説明

■ 開発者ガイド 　

dbMAGICアプリケーションの開発についてのマニュアル

■ セットアップガイド (HELPファイル) 　

dbMAGICのインストールとライセンス供与の手順についてのマニュアル

■ 開発者ガイド -分散開発編 　

プラットフォーム別のインストール方法と、それぞれのプラットフォームやオペレーティングシステム

ごとの詳しい使用方法を解説したマニュアル

■ チュートリアル 　

dbMAGIC Version 8の実行チュートリアルのガイド

■ SQLガイド 　

SQLゲートウェイをインストールし、アクティブにする方法と保存形式の詳細を解説するマニュアル

■ 開発者ガイド -インターネット編 　

インターネット用の dbMAGIC Version 8アプリケーションを開発するためのハンドブック

■ リファレンス 　

dbMAGIC Version 8の構成要素を解説するリファレンスマニュアル

なお、この用語集の単語は、五十音順に記載しております。

用語集
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1.2 dbMAGI用語集

用語 説明

1対 1のリレーション 共通のデータをいくつか持つ 2つのテーブル間の関係。第 1のテー

ブルでインデックス値を持つレコードが 1レコードである場合、それ

が第 2のテーブルの 1レコードに対応する関係をいいます。ふつう、

このインデックスは両方のテーブルで重複不可として定義されます。

1対多のリレーション 共通のデータを持つ 2つのテーブル間の関係。第 1のテーブル (1)で

は 1レコードしかないインデックス値が、第 2のテーブル（多）で

は複数のレコードに存在する関係をいいます。ふつう、第 1のテーブ

ルのインデックスは重複不可であり、第 2のテーブルのインデックス

は重複可です。

APG Automatic Program Genaratorの略。「プログラムジェネレータ」を参

照のこと。

BLOB BLOB（Binary Large OBject）は、dbMAGIC以外のアプリケーショ

ンによって作成され、サイズの不明なバイナリ情報を含むデータ項

目の型です。OLEオブジェクトやビットマップイメージの格納に使

用します。NULL 関数は、BLOBの場合正常に機能しません。

Cookie Cookieは、クライアントのブラウザに保存される HTTPオブジェク

トです。クライアントのブラウザが、Cookieにより定義された範囲内

の URLにアクセスすると、ブラウザは HTTPプロセスの中で Cookie

ファイルに保存されているデータを送信します。Cookieは一定範囲の

プログラムに対して情報を提供します。これに対して、非表示フィー

ルドは、1つのプログラムのための埋め込み情報であるという点が異

なります。

CTL特性 dbMAGICの開発モードでのみ有効です。dbMAGIC環境全体の設定

を上書きして、特定のアプリケーションの環境を拡張したり、変更し

たりするためのパラメータがあります。

dbMAGICサーバ データサーバとも言います。dbMAGICサーバは、dbMAGICが備え

ているクライアント／サーバ機能を指します。現在、日本語版 Ver8

ではこの機能はサポートしておりません。dbMAGICサーバは、クラ

イアント側の dbMAGICアプリケーションが、サーバ上のデータテー

ブルをアクセスする際に、ファイル管理や通信処理を行うプログラ

ムです。サーバのハードウェアプラットフォームやＯＳに依存するこ

となく、クライアントはサーバ側のデータをアクセスすることがで

きます。

dbMAGIC実行エンジン アプリケーションサーバとしての dbMAGIC実行エンジンは、リモー

トサービスのリクエストを実行することができます。この実行エン

ジンは、クライアント側でアプリケーションを実行するのに使われ

るものと、同じ MAGIC 実行ファイルのインスタンスです。

dbMAGICプログラム 「プログラム」を参照のこと。

2 dbMAGIC用語集 用語集
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用語 説明

DBA DBA とは、SQL DataBase Administartorの略語です。

DBAは、物理データベースの定義やバックアップ、復旧処理、ユー

ザに対するアクセス権の付与などを行う人のことを指します。DBA

はまた、必要に応じてデータベースの最適化を行うことがあります。

DBAは、通常 RDBMSに対して高いスキルがあり、データベースの

設計に精通しています。

DBMS データベース管理システム。データベーステーブルにデータを記憶

したり、データベーステーブルからデータを取得したりするために

使用するソフトウェア。

DBMSテーブル ［DBMS（データベース管理システム）］テーブルには、dbMAGIC

が認識する DBMSの一覧が含まれています。

DBテーブル このテーブルには、タスクがオープンするファイルがすべて含まれ

ています。ここには、メインテーブル、リンクテーブルが自動的に表

示される他、処理速度の向上をはかるために手作業でテーブルを追

加することができます。

DDF作成 DDF（Data Dictionary File）は、Btrieveのタイプファイルです。「DDF

作成」オプションを使用すると、テーブルリポジトリ上で、定義され

ているテーブルに対する DDFファイルを作成することができます。

DDFを使用することで、dbMAGIC以外のデータベースアプリケー

ションによって、Btrieveファイル内に保存されたデータを表示する

こともできます。

DDL DDL とは、データ定義言語 (SQL Daya Definition Language)の略を

指します。

DDL は、データベーステーブルの構造の定義や変更のための処理

コマンドの集合で、たとえば、CREATE TABLEや ALTER TABLE

は、この DDL のコマンドです。DDL のコマンドとしては、このほ

か、CREATE VIEWなど、テーブルに対して細かい操作を行えるも

のもあります。CREATE VIEWでは、実際のテーブルのウィンドウ

（ビュー）を作成することができます。

DML DML とは、SQLデータ操作言語 (SQL Data Manipulation Language)

の略です。

DMLは、データの変更に関する処理コマンドの集合です。DDLのコ

マンドではテーブルの構造の定義と変更が可能なのに対して、DML

のコマンドでは、テーブルに格納されているデータについて操作を

行うことができます。たとえば、DML のコマンドを使用して、デー

タベースのデータを照会したり更新したりできます。SQLの場合、

DML のコマンドの構文は、一般に簡単で全体的にも統一されていま

す。

GUIフォームエディタ オンラインアプリケーション用のフォームエディタ。「フォームエディ

タ」も参照のこと。

HTML スタイルテーブル ［HTML スタイル］テーブルには、HTML 用のスタイルを定義する

ための各種のタグが保存できます。

用語集
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用語 説明

HTML フォームエディタ HTML フォーム形式のフォームやドキュメントのためのフォームエ

ディタ。「フォームエディタ」も参照のこと。

HTML フレームセットフォームエ

ディタ

HTML フレームセットフォームエディタは、ブラウザのウィンドウ

が複数のフレームに分割されているような、高度なインターネット

ドキュメントを作成します。

INI ファイル 各種の環境設定ファイル。「MAGIC.INI ファイル」を参照のこと。

ISAMトランザクション ISAMトランザクションは、開発中の dbMAGICの CTLファイル及

び ISAMデータファイルのアクセスを保護します。例えば、開発セッ

ションが致命的なエラーのために異常終了した場合、dbMAGICアプ

リケーションファイルとすべての ISAMデータファイルは、そのま

まの状態に保たれ、作業内容がすべて保存されます。

Java／テキストフォーム dbMAGICアプリケーションのエンドユーザインタフェースとして作

成される、Javaおよびテキストフォーム。

Javaフォームエディタ Javaフォーム用のフォームエディタ。

MCF(Magic Control File) MCFは、dbMAGICの CTLファイルの標準的な識別子です。

Magic Request Broker MRB(Magic Request Broker)は、クライアントからのリクエストと、

実行エンジンを監視し、制御することができます。

MAGIC TCP/IPディスパッチャ MAGICの TCP/IPによるクライアント／サーバ通信は、予め指定さ

れたポート上のクライアントリクエストを受信するディスパッチャプ

ロセスに基づいています。このディスパッチャは、クライアントリク

エストを受け取ると、そのリクエストを処理するプロセスを作成し

ます。

MAGIC.INI ファイル MAGIC.INI ファイルには、dbMAGICの動作環境情報が含まれてい

ます。dbMAGICを起動するには、このファイルを dbMAGICの作業

ディレクトリに入れるか、起動時のコマンドラインで指定しなけれ

ばなりません。

MAGICキャッシュ 包括的なアルゴリズムを使用する汎用的なディスクキャッシュとは異

なり、MAGICキャッシュでは、プログラマが、物理データについて

の知識やアプリケーションの性質に応じてキャッシュを微調整できま

す。

MAGICプロファイラ MAGICプロファイラを使用すると、作成したアプリケーションの実

行時のパフォーマンスと状態に関する情報を収集し、それらを解析

してアプリケーションの実行時の特性を調べることができます。

MGCONST MGCONST.XXXという名の CONSTファイルには、dbMAGICユー

ザ用のインタフェースと言語情報がすべて含まれています。XXX は、

言語を示すファイル拡張子です。たとえば MGCONST.JPNはこのファ

イルの日本語バージョンです。

MVCS dbMAGICのバージョン管理システムは、オブジェクトのチェックア

ウトとチェックイン、アプリケーションのバージョン管理を行うシス

テムを通して、アプリケーションのオブジェクト（テーブル、プログ

ラム、フォームなど）の変更履歴を管理することができます。

4 dbMAGIC用語集 用語集
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用語 説明

MVCS無効 ［強制MVCS無効］欄は、特定のアプリケーションのワークグループ

開発を許可するMVCSコマンドを無効にします。MVCSデータベー

スが破損した等の理由により、CTLをオープンできなかった場合の

回避方法としてここを Yesに指定します。

NULL データ項目がゼロを含むいっさいの値を持たない場合、このデータ項

目は NULL 値を持つといいます。NULL 値の取り扱いはデータベー

スによって異なり、パラメータの定義済みの書式やタイプに応じてゼ

ロにリセットされる場合もあります。

dbMAGICでは、複数のデータべースのデータにアクセスできるため、

開発者は、各パラメータ、タイプ、アプリケーションについて、計算

と表示の際に、NULL 値を有効な値として受け入れるかどうか、ま

た NULL 値をどの値で置き換えるかを指定します。

NULL 特性 ［NULL 特性］テーブルでは、dbMAGICの各データ型に対し NULL

値の特性を指定できます。

OLE Object Linking and Embedding(オブジェクトのリンクと埋め込み）の

略。OLEには 2種類あります。OLEリンクでは、オペレーティングシ

ステム内の別のプログラムに格納されているオブジェクトを dbMAGIC

データベース内のリファレンスにリンキングします。OLE埋め込み

では、オペレーションシステムにあるオブジェクトが dbMAGICデー

タベース内にすべて格納されています。

OSコマンド ［OSコマンド］コマンドは、dbMAGICから出て外部プログラムを

実行します。外部プログラムが終了すると、次の dbMAGICタスクの

実行を再開します。

RDBMS リレーショナルデータベース管理システムの略語です。

dbMAGIC製品と一緒に提供されるデータベースゲートウェイを経由

して RDBMSにアクセスできます。データベースゲートウェイには、

Oracle用、MS-SQL Server用、ODBC用があります。

RDBMSは、SQLのリクエストを処理します。要求されたデータを

検索しその結果をリクエストもとに返します。この処理は、データ

ベースクエリと呼ばれ、SQLという用語の語源となっています。

RPR レポートジェネレータが作成するレポートをすべて含むファイル。アプ

リケーションの識別子が XX の場合、デフォルト値は、XXRPR.MCF

という名前になります。このファイルの名前と位置は、［アプリケー

ション］テーブルで指定します。

SQLコマンド SQLコマンドにより、SQL文をもとになる SQLデータベースに渡す

ことができます。

UDF ユーザ定義関数。C言語で書かれた関数で、dbMAGIC式内で関数と

して呼び出せます。30個までのパラメータをとることができます。

Webサーバ Webへのアクセスを提供するサーバ。

Webブラウザ WWWページのテキストや画像を閲覧するためのアプリケーション。

用語集
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用語 説明

アクション ［アクション］コマンドは、アクション関数と呼ばれる関数を実行し

ます。

アクセスキー テーブル特性または CTL特性として定義されるセキュリティコード。

ファイルにアクセスキーを指定すると、許可されていないアプリケー

ションからのアクセスを制限できます。

後処理 dbMAGICエンジンの処理フェーズのひとつです。保存する直前のレ

コードに対する終了処理（レコード後処理）、レポートのブレイクレ

ベルに対する終了処理（ブレイク後処理）、タスクの終了処理（タス

ク後処理）があります。

アプリケーション 一般的には、ワープロや表計算などの総合的な機能を実行するソフ

トウェアシステムのこと、ここでは dbMAGICで開発されたプログ

ラム製品を指します。

このアプリケーションは、データベースファイルと、データを処理す

るプログラムを含んでおり、データ入力、帳票出力などの機能を実行

して業務上の目的を果たします。「コントロールファイル」も参照の

こと。

アプリケーション圧縮 圧縮によって、dbMAGICアプリケーションの CTLファイルのサイ

ズを縮小できます。圧縮対象のアプリケーションは、CTLファイル

の作成前定義しておかなければなりません。

アプリケーションイベント 「イベント」を参照のこと。

アプリケーションエンジン 「エンジン」を参照のこと。

アプリケーションサーバ 「サーバ」を参照のこと。

アプリケーションテーブル ［アプリケーション］テーブルは、開発時と実行時に使用できるアプ

リケーションメニューの一覧を保守するために使用します。このテー

ブルにあるアプリケーションは［アプリケーションメニュー］に表示

されます。この中からアプリケーションを選択する事で、アプリケー

ションをオープンすることができます。

アプリケーションパーティショニ

ング

「パーティショニング」を参照のこと。

アプリケーションファイル ［アプリケーション］テーブルで定義されたファイルで、［アプリケー

ション一覧］に表示されます。dbMAGIC Ver8の場合、アプリケー

ションファイルの標準的な拡張子は、”MCF” になります。「コント

ロールファイル 」も参照のこと。

暗号化 許可されていないアクセスからファイルを保護するために、ランダ

ム化アルゴリズムに従ってファイルの内容にスクランブルをかける

こと。暗号化されたファイルは、暗号化アルゴリズムとシードの値

がわからないと解読できません。dbMAGICのセキュリティ許可管理

システムでは、もとになる DBMSが暗号化に対応していれば、デー

タファイルと CTLファイルを暗号化することができます。
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用語 説明

アンチェック ワークグループ環境では、開発者はオブジェクトのチェックアウトを

取り消せます。「アンチェック」を実行すると、オブジェクトに対す

る修正はすべて取り消され、オブジェクトのチェックアウトステータ

スも取り消されます。

位置付け dbMAGICの組込み機能のひとつであり、メインテーブルまたはリン

クテーブルで目的の行を探すための条件を指定します。位置付け処

理は、開発モードでもエンドユーザの実行モードでも使用できるオ

プションです。

イベント 定義済みのトリガから呼び出される dbMAGICのプログラムまたはタ

スク。トリガには、キー入力、経過時間、条件の 3種類があります。

インターネット APG インターネット APGを使用すると、特定のテーブルに基づいて、イ

ンターネットリクエスタや HTML フォームなどの dbMAGICのイン

ターネット機構を使用した照会プログラムまたは結果表示プログラ

ムのプロトタイプを作成できます。

インターネットリクエスタ MAGIC インターネットリクエスタは、CGI,ISPI,NSPIの 3種類のリ

クエスタから構成されます。これらのリクエスタは、Webサーバと

MRB、またはその他のサポートするミドルウェア間のリンクとして

機能します。

インデックス インデックスは、テーブルリポジトリ上のデータをアクセスする場

合に使用します。ユニークインデックスは、データ内に１つの特定の

レコードの存在しか許可されません。ノンユニークインデックスは、

複数のレコードで同じデータを持つことを許可します。

インデックス最適化 ［インデックス最適化］メカニズムを設定すると、dbMAGICは、位

置付け／範囲マスクに明示的に指定されているパラメータをチェック

して、検索に最適なインデックスを定義します。

インデックスセグメント インデックスを構成するカラムの集合です。このカラムの順序がレ

コードのソート順序を定義します。

インデックステーブル ［インデックス］テーブルには、個々のテーブルのインデックス情報

が含まれています。

エディットコマンド dbMAGICの処理コマンドのひとつです。テキストファイルをポップ

アップウィンドウに表示し、エンドユーザが照会または編集できる

ようにします。

エラーコマンド ［エラー］コマンドにより、開発者はエラーメッセージを表示した

り、実行を停止できます。

演算子 算術演算子、論理演算子、文字列演算子があり、式の中で使用しま

す。

エンジン 標準的なループに従ってタスクのデータビューのインスタンスを処

理する、dbMAGICの内部機構。エンジンは、［タスク定義］ウィン

ドウに設定された命令をそれぞれの処理フェーズで実行します。「処

理レベルテーブル」も参照のこと。

用語集

dbMAGIC Ver.8.2

1.2 dbMAGI用語集 7



用語 説明

エンドユーザ dbMAGICアプリケーションの開発者が開発したアプリケーションを

使用または実行する人。dbMAGICのエンドユーザは、実行モードで

アプリケーションを実行します。

エンドユーザヘルプ dbMAGICには、ユーザが作業中ヘルプ情報を必要なときに参照でき

る、ヘルプ画面や自動ヘルプを設計するための機能があります。

エンドユーザメニュー アプリケーションをエンドユーザが使用する場合に使用するメニュー

です。プルダウンメニューとコンテキストメニューがあります。

親 呼び出されたタスクまたはプログラムに対し、それ以前に読み込ま

れたタスクまたはプログラム。タスクの親は、プログラム構造にお

いてそのタスクの上位に位置します。

親タスク 呼び出し側タスクまたはプログラムと、呼び出されたタスクまたは

プログラムとの関係を示す用語。親タスクは、プログラムツリーで 1

つ上のプログラムまたはタスクです。

オンラインタスク ユーザが、メインテーブルやリンクテーブルのカラム及び行の間を

対話処理を通じて移動するタスク。

開始モード アプリケーションをオープンした時点での動作モードを定義できま

す。CTL特性で指定されていない (N=なし)場合は、環境設定で指定

されたモードで起動します。

開発モード dbMAGICアプリケーションを開発または修正するための動作モード

です。

外部結合リンク 外部結合リンクは、メインテーブルと結合テーブルの両方が同じデー

タベースの SQLテーブルの場合に使用できます。

また、メインテーブルと結合テーブルは、多対 1の関係にならなけれ

ばなりません。結合テーブル内にメインテーブルと関連するレコー

ドが 1つまたは、1つもない状態が必要です。

外部結合リンクは、メインテーブルのレコードと関連のある、結合

テーブルのレコードを結合します。もし、関連するレコードがない場

合は、NULL を設定します。

関連するテーブルがあれば、「TRUE」を返します。ない場合は、

「FALSE」を返します。

書出リンク リンク方式が「W＝書出」の場合には、dbMAGICはリンクを構築し

ようとします。リンクに成功すると、リンクレコードの選択された項

目のデータが、データビューに取り込まれます。

dbMAGICでは、リンクに失敗すると、代入式の内容を基にレコード

が作成されます。

拡張ウィンドウ 項目のサイズが大きすぎて現在のフォームに表示できないとき、別

のフォームを使用してメモ型項目または文字型項目を表示させるウィ

ンドウ。この設定によって、項目全体を画面に表示できるようになり

ます。
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用語 説明

確認リンク リンク方式が「V＝確認」の場合には、dbMAGICは「確認リンク」

を構築しようとします。リンクに成功すると、リンクレコードの選択

された項目のデータが、データビューに取り込まれます。

リンクに失敗すると、タスクがオンラインの場合とバッチの場合と

で、dbMAGICの動作が異なります。

バッチタスクの場合：リンクに失敗すると、「照会リンク」として動

作します。

オンラインタスクの場合：タスクの実行は中断され、警告音とともに

エラーメッセージが表示されます。

仮想ファイル 長さの制限のない擬似ファイルで、タスクで定義されたすべての変

数項目で構成されます。

カーソル カーソルは、SQLステートメントを指すシンボルです。言い換えれば、

SQLステートメントがカーソルの本体ということになります。カー

ソルをオープンすると、カーソルの本体（SQLステートメント）が

実行され、結果セットが生成されます。アプリケーションでは、カー

ソルを使用してデータを取り出すことができます。この場合、データ

は、結果セットの行を 1つずつフェッチするという方法で取り出しま

す。

ウィンドウズ上の入力位置を示すポインタを表す用語でもあります。

型 「項目の型」を参照のこと。

カラム カラムはデータベーステーブルの構成要素であり、ここに実際のデー

タが含まれています。Ver7までは、”項目”という名前になっていま

した。

カラムテーブル ［カラム］テーブルには、テーブル内の各カラムの定義情報が含ま

れています。

カラム特性 カラム特性には、対応するヘルプや記憶形式のようなカラムに関連

する情報が指定できます。この情報は、コントロール特性に継承する

ことができます。

カラムの型 カラム内の情報の特性。「文字」型は文字データを含む項目に使用し

ます。

「数値」型は数量、「日付」型は日付、「時刻」型は時刻や時間、「論理」

型は「真／偽」などのバイナリ値にそれぞれ使用します。「メモ」型は、

もとになるデータベースにカラムのサイズを関連付けます。「BLOB」

型は、dbMAGIC以外のアプリケーションによって作成され、サイズ

の不明なバイナリ情報を含みます。「BLOB」型は、OLEオブジェク

トやビットマップイメージの格納に使用されます。

環境設定 ［環境設定］は、ある HTML フォームから別の HTML フォームに移

動する場合に、アプリケーションのコンテキストを維持します。［環

境設定］は、「Cookie」や「非表示フィールド」を使用して実行され

ます。「Cookie」および「非表示フィールド」も参照のこと。
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用語 説明

関数 特定の値を返す式が内部に埋め込まれている処理。関数は、たとえ

ば、文字列操作、時間や時刻に関する算術演算、タイプの変換などに

使用できます。

キーボード割付 dbMAGICの組込みアクションに対するキーボードキーの割り当て。

基本色テーブル ［基本色］テーブルは、前景色と背景色を定義するデータから成り、

プリセットされた色、ユーザによる定義色、またはシステムに予約

された色を示します。

キャッシュ 「MAGICキャッシュ」を参照のこと。

行 実際のデータを含む物理的な単位であり、テーブルに格納され、［テー

ブル］リポジトリで定義されます。１つのテーブルの各行は同じ構成

です。１つの SQL文にて同時に１つまたは複数の行を操作すること

ができます。

強制MVCS設定キー Supervisorは、アプリケーションに対して［強制 MVCS設定キー］

を設定することによって、ワークグループトランザクションへのア

クセスを特定のユーザに限定させることができます。

［強制MVCS設定キー］欄は、このキーの所有しているユーザのみ

CTL特性で参照することができます。

クライアント クライアントとは、ネットワーク上のいろいろな種類のサーバのサー

ビスを利用しているコンピュータのことです。

クラス ［フォーム］テーブルのクラス値が 1以上のフォームデータからズー

ムすると、フォームエディタは同じクラス値に属するテーブルから

すべてのフォームを表示します。レポートフォームの場合、対応する

ヘッダ、明細行、フッタのフォームがすべて同時に表示されます。

グループ 「ユーザグループ」を参照のこと。

クロスリファレンス dbMAGICのクロスリファレンス機能を使用することで、タイプ、カ

ラム、プログラムなどがどこで使用されているかを検索することが

できます。

継承 指定した設定内容が自動的に対応づけられること。たとえば、［タイ

プ特性］ダイアログで選択テーブルプログラムを特定の「タイプ」に

対応させると、選択テーブルプログラムは、そのタイプが使われて

いる場合にはいつでもリストの拾いだしに使用できます。つまり、こ

のタイプは、選択テーブルプログラムの可用性を継承したことにな

ります。
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用語 説明

結合リンク このリンク方式は、dbMAGICの機能と併せて、RDBMSの結合機能

を使用して複数のデータベースファイルの読込を行ったり、結合を

行ったりするときに使います。この方式では、1対多のリレーション

の作成が可能です。この「結合リンク」は、ユーザがレコードを更新

したり、dbMAGICにより再計算が実行されると機能しますが、この

「結合リンク」は「確認リンク」として機能します。

このリンク方式を指定しておくと、タスクでデータビューが作成され

る際、dbMAGICにより結合テーブルに関する JOIN構文が生成され

ます。また、定数と一致条件が入った Where句も dbMAGICによっ

て作成され、このWhere句では、メインテーブルと結合テーブルの

列の名前が指定されます。

この「結合リンク」で JOIN構文が生成されると、「結合リンク」から

は戻りコードとして「True」が返ります。その後、「結合リンク」が

「確認リンク」として機能した場合（つまり、ユーザによるレコード

の更新や dbMAGICによる再計算が実行された場合）、リンクの作成

が試みられ、その結果、リンクレコードの項目の値がレコードのデー

タビューに表示されます。

ゲートウェイ 特定のデータベース管理システム（DBMS）を使用してデータの記憶

と取得を可能にする、ファイル管理サービス用の dbMAGICモジュー

ル。

言語テーブル ［言語］テーブルには、dbMAGICの多言語サポート機能が使用する

変換ファイルを定義します。

権利 dbMAGICのユーザ許可管理方式。権利の設定とは、次の 3つの事項

を結びつけるプロセスです。

1.［テーブル］リポジトリや［プログラム］リポジトリなど、db-

MAGICの構成要素

2. 「修正」や「削除」など、その構成要素へのアクセスレベル

3. ユーザ（またはユーザグループ）アプリケーションに対する権

利は、［権利］リポジトリに含まれています。

ユーザに権利を割り当てることによる、アプリケーションのエンド

ユーザとアプリケーション定義に関するセキュリティのために、ユー

ザ IDとパスワードの管理を行うオプション。

子ウィンドウ 二次的なサブタスクウィンドウ。［フォーム特性］ダイアログの［子

ウィンドウ］オプションで、サブタスクのウィンドウをメインタスク

の親ウィンドウ内に表示するか、実行時に独立したウィンドウとし

て表示するかを設定します。

公開権利キー 公開権利キーとは、公開権利のコード名です。公開権利とは、アプリ

ケーションの外部から見ることのできる権利です。

公開プログラム名 公開プログラム名とは、プログラムを外部 (リモートクライアントな

ど )から起動する場合に参照する外部オブジェクト名です。
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用語 説明

高速モード 高速モードは、カーソルの動きによって処理コマンドがどのように

処理されるかを定義できる２つのモードのうちの１つです。

高速モードの場合、処理コマンドの実行フラグが高速モードか両用

モードのどちらかでないと実行されません。ユーザがマウスでカー

ソルを別の項目に移動した場合や、上下の矢印キーでやページダウ

ン（アップ）キーでレコード間の移動を行った場合に高速モードに入

ります。

項目 データベーステーブルには直接関連付けられていない、すべてのテー

ブルにあるデータ項目。設定リポジトリ、プログラム、タスク、デー

タビュー、フォームなど。

現在のタスクまたは上位タスクで設定された実データ項目または変

数項目で、項目一覧に現われます。

項目一覧 必要に応じていつでも参照できる項目のリストで、現在のタスクと

上位タスクで選択された項目がすべて含まれています。

項目更新コマンド ［項目更新］コマンドは、項目に特定の値を代入する場合に使用し

ます。

コードフリープログラミング 一連の手続き的命令を書かずにプログラムを作成すること。コード

とは、通常テキストファイル上に入力される一連の手続き的命令で

す。コードは、コンパイルやアセンブル、またはインタープリタなの

で解釈された後に実行されます。

dbMAGICでは、数百の命令を 13の非手続き的処理コマンドで置き

換えることにより、コードを廃止しました。プログラムを動作させ

るための長いロジックを記述する変わりに、プログラムリポジトリ

にこれらのコマンドを記述することでプログラミングできるように

なっています。

コールコマンド ［コール］コマンドには 5種類あり、さまざまなタイプのサブルーチ

ンの実行に使用します。［コールタスク］はサブタスクを、［コール

プログラム］は dbMAGICプログラム、［コール式］は式記述による

プログラム、更に［コールユーザ PRC］はユーザ定義プロシジャの

呼び出しを行います。［コールリモート］は、MAGIC Request Broker

を通じてリモートの MAGICサーバからプログラムを呼び出します。

呼び出されたサブルーチンにパラメータを渡したり、逆にサブルー

チンからパラメータ値を受け取ることもできます。

子タスク ［コールタスク］コマンドでプログラムから呼び出されるサブタス

ク。

コマンドパレット ［コマンド］パレットには、コントロールの整列、サイズ変更、上下

順の変更を行うためのツールがあります。

コントロール コントロールとは、フォームの外観を設計する際にフォームに配置

できる、定義済みのオブジェクトです。コントロールによって、デー

タの表示、関数の実行、パラメータの設定、テキストラベルの表示な

どができます。
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コントロールのＺオーダ コントロールのＺオーダは、コントロールをフォームに配置すると

きの、コントロールの順序を表わします。フォーム上のコントロール

の上下順を表示または変更するには、メニュー内の［並べ換え］か

［コマンド］パレットを使用します。

コントロールパレット ［コントロール］パレットには、dbMAGICのフォームに配置できる、

各種のコントロールが表示されます。dbMAGICがサポートする［コ

ントロール］パレットには、GUIフォーム用、HTML ／ドキュメン

ト形式フォーム用、HTML フレームセットフォーム用、Javaフォー

ム用があります。［

コントロールファイル（CTLファ

イル）

dbMAGICアプリケーションのすべてのオブジェクトが含まれている

ファイルです。「アプリケーション」も参照のこと。

サーバ 「MAGICサーバ」を参照のこと。

サーバテーブル ［サーバ］テーブルは、現在インストールされている dbMAGICで

データベースサービスにアクセスできるリモート MAGIC サーバを

定義します。［サーバ］テーブルでは、ローカルの dbMAGICがその

ホストサーバと通信する手段も定義します。

サービステーブル ［サービス］テーブルには、使用するサーバと、そのサーバで実行す

るアプリケーションを定義します。

サブタスク 親プログラムまたは親タスクに呼び出される子タスク。

サブツリー プログラムツリーのブランチであり、ツリー関連の操作でグループ

として扱います。ただし、ルートタスクは除きます。

シークレット名 シークレット名は、許可管理システムの使用権利の内容を、権利を持

たないユーザに対して隠さなければならない場合に使用します。た

とえば、アプリケーションファイルのアクセスキーやデータファイル

のアクセスキーには、シークレット名を使用しなければなりません。

式 計算に使われる定数または数式であり、［式］テーブルに含まれてい

ます。

式テーブル ［式］テーブルには、タスクに対して定義されたすべての式が含ま

れています。

時刻型 時刻型のデータは、秒数によるカウンターとして記録されます。時刻

型項目は、経過時間または絶対時間の値の記録する場合に使用でき

ます。日付型と同様に加算減算が可能です。表示する場合は、指定さ

れた書式に基づいて表示させることができます。

実データ項目 「データ項目」を参照のこと。

実行モード dbMAGICには、2種類の操作モードがあります。開発モードと実行

モードです。実行モードでは、dbMAGICアプリケーションに対する

変更はできません。
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用語 説明

自動プログラムジェネレータ APGは、指定したテーブルをもとに照会／データ入出力／印刷のス

ケルトンプログラムを作成または即時に実行させることのできる機

能です。APGで作成したプログラムをもとにいろいろな機能を追加

せせることができます。

「プログラムジェネレータ」を参照のこと。

出力フォーム レコードをテキストファイルや出力デバイスに書き出すときは、出

力フォームで出力するレイアウトを指定します。

上位タスク コールコマンドにによって起動された結果として上位タスクという

関係が成立します。プログラムツリー上の親の位置に該当します。

照会 dbMAGICプログラムジェネレータのオプションのひとつで、オンラ

インデータ入力と保守用のプログラムを実行または作成します。

照合順序 ASCII照合順序とは異なるインデックスのソート順序。照合順序は、

「照合順序ファイル」で定義されます。

照会リンク リンク方式が「Q＝照会」の場合に、dbMAGICはリンクを構築しよ

うとします。リンクに成功すると、リンクレコードの選択された項目

のデータが、データビューに取り込まれます。

リンクに失敗すると、項目の型に従ってそのデフォルト値が代入さ

れます。

使用権利 「権利」を参照のこと。

常駐タスク 常駐タスクとは、起動時にメモリにロードされ、起動もとのタスク

（またはプログラム）が終了するまでメモり上に常駐されるタスク（ま

たはプログラム）を指します。

常駐テーブル 常駐テーブル機能を使用することで、開発者は、ディスク入出力を

減らしたり、クライアント／サーバディスク環境でのネットワークト

ラフィックを減らすことにより、システムのパフォーマンスを向上さ

せることができます。

初期モード タスク特性の設定項目のひとつで、タスクの実行を開始する時の処

理モードを指定します。

書式 データ項目の表示のしかた。データ項目の書式には、書式文字が使

用できます。

処理テーブル ［タスク定義］ウィンドウの下部には、強調表示されているレベルに

対応する処理テーブルが表示されます。タスク定義のタイトルには、

それらの処理に関連する以下のような実行レベル名が表示されます：

レコードメイン、レコード前処理、レコード後処理、ブレイク前処

理、ブレイク後処理、タスク前処理、タスク後処理。

シンボル名 ［式］テーブルでで使用する［項目一覧］の各項目に対応づけられた

コード。

数値型 データ型のひとつ。dbMAGICは 18桁までサポートします。ただし、

桁数と 10進数字はそれぞれの近似値まで切り上げます。
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用語 説明

スーパー権利キー スーパー権利キーは、その所有者に特定のアプリケーションへの全

処理についてすべての使用権利を許可します。

ズーム ［フロー］欄に［後置］モードまたは［前置］モードを設定すると可

能になるアクション。ズームは、関連ウィンドウをポップアップさせ

たり（コールタスクコマンド）、ブロック内で一連の処理コマンドを

実行したり（ブロックコマンドとブロック終了コマンド）する場合に

使用します。ズームできる場合は、ステータス行にズームインジケー

タが表示されます。

スクリーンモード スクリーンモードでは、テーブルの行を各画面に 1行ずつ表示しま

す。これは 1行に多くのカラムがあり、表示しきれない場合に使用し

ます。

セキュリティファイル セキュリティファイルには、［シークレット名］テーブルが含まれて

います。セキュリティファイルは暗号化されます。

設定 dbMAGIC環境のグローバルな定義項目が表示されるプルダウンメ

ニュー。以下は、メニュー項目です。

アプリケーション、動作環境、基本色、フォント、サーバ、サービス、

ビジュアル接続、通信ゲートウェイ、DBMS、データベース、論理名、

言語、プリンタ、HTML スタイル、プリンタ属性、シークレット名、

ユーザグループ、ユーザ ID。

選択プログラム 選択プログラムは、タイプ、カラム、変数、コントロールの各特性で

指定します。選択プログラムが定義されている表示項目にカーソル

が置かれている場合、ズームアクションで指定したプログラムが起

動されます。

テーブル選択プログラム タスク特性の設定欄のひとつで、テーブルの内容から選択するため

のプログラムとして動作するように定義します。このようなタスク

は、ENTERを押すと、レコード後処理を実行して、終了時に、現在

強調表示されているレコードの情報をパラメータを介して渡します。

この選択プログラムは、タイプ、テーブル、コントロールに対して設

定します。対応づけられたタイプ、テーブル、コントロールでカーソ

ルがパークすると、ズームアクションでこのプログラムが実行され

ます。

処理コマンド タスク定義では、 13種類の処理コマンドの一覧から必要なものを選

択し、処理できます。

セレクトコマンド セレクトコマンドは、タスクの論理レコードを作成するための要素

を定義し、同時にタスクで使用する項目を定義するコマンドです。d

ソート 選択されたパラメータに基づき、一時的にアクティブになるインデッ

クス。この機能は開発者とエンドユーザ共に実行できます。

タイプ ［タイプ］リポジトリに定義された項目で、アプリケーション全体で

再使用できます。プログラマが項目の属性として指定します。

タイプ特性 タイプ特性ダイアログは、ヘルプ画面や記憶形式など、このタイプ

を使用する全てのカラムに継承される設定を定義するものです。
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用語 説明

タイプ変換 開発者がタイプの構成要素を修正すると、［タイプ］リポジトリの終

了時に dbMAGICが自動的に変換処理を開始します。データベース

テーブルとプログラムを走査して、システム全体に変更内容を反映

させます。

タイプリポジトリ タイプリポジトリには、開発者がテーブルのカラムを定義する場合の

プロトタイプとして予めデータの書式を登録する場合に使用します。

アプリケーションを作成する場合、どういったデータ項目が必要に

なるか、事前に検討しなければなりません。その場合、データ項目の

中に型や書式、範囲が同じものがないかどうかを考え、あれば、そう

いったデータ項目を型、書式、範囲に応じてグループにまとめます。

タイプで定義できる型には、文字型、数値型、論理型、日付型、時刻

型、メモ型、BLOB型があります。

ダイレクト SQL ダイレクト SQLには、ビルトイン SQLサポート（非明示レベル）と、

埋め込み SQL（明示レベル）があります。dbMAGICに組み込まれ

た SQLサポートにより、開発者は SQLベースの各種リレーショナル

データベース管理システム（RDBMS）に接続、アクセスするアプリ

ケーションを設計できます。

多言語サポート dbMAGICの多言語サポート（MLS）によって、開発者は 1つの言語

で作成したアプリケーションを実行時に多数の言語で表示させるこ

とができます。

タスク dbMAGICエンジンがデータビュー上で実行するプロセスを制御する

ための、アプリケーションルールのセット。［プログラム］リポジト

リに含まれるタスクは、プログラムと呼ばれます。

タスク後処理 「後処理」を参照のこと。

タスクウィンドウ 選択した項目や式をコントロールとして配置する、メイン画面また

はフォーム。

タスク処理レベルテーブル 「処理レベルテーブル」を参照のこと。

タスク制御 ［タスク制御］で設定するパラメータは、実行時のタスクの動作を

制御するために使用します。

タスクタイプ タスクの種類です。オンラインまたはバッチのいずれかを指定しま

す。

タスク定義ウィンドウ タスク定義ウィンドウには、データビュー処理の各フェーズで実行さ

れる処理が示されています。タスク定義ウィンドウは、レコードレベ

ル、ブレイクレベル、タスクレベルで構成されています。

タスク特性 タスク特性とは、プログラムやタスクの実行特性を定義するもので

す。

タスク番号 タスク番号は、タスクの階層をもとに自タスクを基準にした世代番

号です。関数のパラメータとして使用されます。たとえば、

0ならばカレントタスク

１ならば親タスク

２ならばその上の親タスク
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用語 説明

タスクレベル タスク前処理とタスク後処理のレベルのことで、それぞれタスクの

開始時と終了時に実行されます。「レベル」を参照のこと。

チェックアウト ［チェックアウト］は、ワークグループ開発機能のひとつです。ワー

クグループ環境においてオブジェクトをチェックアウトすると、チェッ

クアウトしたユーザだけがそのオブジェクトを編集できるようにな

ります。

チェックイン ［チェックイン］は、ワークグループ開発機能のひとつです。編集後の

オブジェクトをチェックインすると、オブジェクトをアプリケーショ

ンに戻すことができます。

中止パラメータ ［項目更新］コマンドのオプションのひとつであり、エンドユーザに

よる更新の取り消しを禁止することにより、更新後のレコードを保

存します。

通信ゲートウェイテーブル ［通信ゲートウェイ］テーブルには、dbMAGIC起動時にロードされ

る通信ドライバを指定できます。

通常モード 通常モードは、カーソルの動きにより処理コマンドがどのように実

行されるかを定義するモードの１つです。通常モードに入った場合、

カーソルが次項目か前項目に移る操作を行ったときのみ処理コマン

ドが実行されます。

ツリー 「プログラムツリー」を参照のこと。

定義取得 1つまたは複数のテーブル定義情報をデータベースから［テーブル］

リポジトリへ読み込みます。

データ項目 カラム、パラメータ、変数など、データの要素のこと。

データ辞書 データを定義するために組み合わせて使うオブジェクトを集めたも

のを、総称して「データ辞書」といいます。［テーブル］リポジトリ、

［タイプ］リポジトリ、［カラム］テーブルなどがあります。

データ入力コマンド ［データ入力］コマンドを使用することで、テキストファイルまたは

入力デバイスからデータを読み取り、その内容を入力フォームで定義

される項目にロードすることができます。

データの完全性 データの完全性とは、データの内容がデータベース上のものと完全

に一致することを言います。

データビュー アプリケーションのメインテーブルやリンクテーブルから選択した、

実データ項目と変数項目によって定義される論理レコードの集合体。

データベーステーブル ［データベース］テーブルには、現在インストールされている db-

MAGICからアクセスできるすべての物理データベースについて、そ

の詳細情報が登録されています。

テーブル テーブルとは、データの内容を２次元で表示させたものです。RDBMS

上の各テーブルは、ユニークな名前を持っており、それそれが ISAM

でのファイルに該当します。テーブル上の全てのデータは特定のト

ピックと関連しており、カラムと行 (Row)で構成されています。

テーブルは、［テーブル］リポジトリで定義します。
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用語 説明

テーブル定義取得 dbMAGICのユーティリティのひとつであり、DBMSのデータ辞書か

らテーブル定義を直接ロードできます。データベースからは、1つま

たは複数のテーブル定義をロードできます。テーブル定義取得ユー

ティリティは、ロード機能を実行できるゲートウェイでのみ動作しま

す。

テーブル変換 インデックスの変更、カラム定義の修正、カラムの追加が行われた

際に、dbMAGICが［テーブル］リポジトリのカラムに定義されたレ

イアウトを使用して自動的に物理データを整列させること。

テーブルリポジトリ テーブルリポジトリは、アプリケーションで使用する全てのテーブ

ルを定義しているオブジェクトです。

テキスト形式フォーム GUI形式に対応していないアプリケーションやテキストファイルを出

力する場合、テキスト形式フォームを使用します。dbMAGICのフォー

ムエディタはWindowsの GUIインターフェースを使用してフォーム

の編集を行うことができます。

動作環境ダイアログ ［動作環境］ダイアログには、実行時と開発時のシステムを構成す

るグローバルな dbMAGICの設定がすべて含まれています。

ドキュメントテンプレート機能 ドキュメントテンプレート機能を使用すると、テーブル、リポジトリ、

ダイアログ、エンドユーザ用フォームなど、特定のアプリケーション

に対する構成要素をプリンタ出力できます。これらの出力内容は、開

発者用のドキュメントとして利用することができます。

特性 特性とは、dbMAGICの各オブジェクト (タイプ、テーブル、カラム、

インデックス、フォーム、タスク、エンドユーザメニューなど )の詳

細な動作条件を指します。

トランザクション トランザクションは、データベースに関する何らかの処理で、単一も

しくは複数の SQLステートメントで構成されます。トランザクショ

ンを構成する SQLステートメントは、通常、相互に密接に関連して

いますが、実際には別個に独立して機能します。トランザクションを

構成する SQLステートメントは、トランザクションの中の論理単位

と考えることもできます。

アプリケーションで、データベース中の複数のテーブルに対して更

新を行う場合、トランザクションはデータベースの整合性に注意し

て定義しなければなりません。

トリガー データベーストリガは、INSERT ,UPDATE,DELETEの様に SQLス

テートメントやストアドプロシージャでトリガとなるデータベース

イベントを言います。構文は、RDBMSによって異なります。

入出力ファイル データの読み書きに使用するテキストファイルで、通常は非データ

ベースファイルです。

入出力ファイルテーブル ［入出力ファイル］テーブルには、タスクでオープンされるすべての

入出力ファイルが含まれています。
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入力フォーム テキストファイルや入力デバイスからデータを入力する場合の入力

書式を定義するフォームです。ここに、入力対象となるカラムや変数

を定義します。

バージョン管理マネージャ バージョン管理マネージャは、dbMAGICアプリケーションに対する

すべての修正内容の履歴ログを保守します。アプリケーションのレビ

ジョンは、将来参照できるようにすべてデータベースに保存されま

す。バージョン管理マネージャは、次の階層にしたがってアプリケー

ションに対する修正内容を追跡します。

メジャーレビジョン、変更区分、マイナーレビジョン。

パーティショニング パーティショニングによって、ユーザはリモートコンピュータ（サー

バ）上にある任意の dbMAGICアプリケーションプログラムを実行

できます。

バッチタスク dbMAGICが自動的にループしてメインテーブル全体を処理するタス

ク。エンドユーザとの対話処理は必要ありません。たとえば、印刷プ

ログラムやバッチ入力プログラムなどがあります。

パラメータ ［コール］コマンドの［パラメータ］オプションを通じて、あるプロ

グラムやタスクから別のプログラムやタスクに渡される項目。

範囲 データビューのレコードの範囲を指定する下限値と上限値。範囲欄

に設定した範囲は、タスク制御で選択される項目（実データ項目と

変数項目）や範囲式に影響します。エンドユーザもプログラム実行中

に範囲を設定できます。

ビジュアル接続 ［ビジュアル接続］は、dbMAGICの特定のサービスと使用できるサー

バとの間の接続を表示します。［ビジュアル接続］に表示された接続

線を変更することによって、サーバ接続を変更できます。

日付型 日付型は通常、内部では「数値」型で記憶されます。ただし、文字型

として指定することもできます。数値型の場合は、0001/01/01（また

は、1901/01/01）からの経過日数のカウント値として格納されます。

この場合は、数値型項目と同じように加算処理が可能です。フォーム

上には、指定された日付書式で表示されます。

非手続的処理 dbMAGICにより各タスクで自動的に行われる自動的な動作で、DB

テーブルのオープン、入出力ファイルのオープン、データビューの構

築、レコード処理後の各レコードの保存などがあります。

非表示フィールド 環境設定は、HTML フォームに追加された表示字フィールドを使用

して設定することもできます。HTML フォームで非表示フィールド

を使用して環境設定を設定した場合、その設定は、そのフォームか

らインターネットリクエスタによって直接呼び出されるプログラム

でのみ有効です。したがって、後続のプログラムで、先行のプログラ

ムのフォームと同じ環境設定を使いたいときには、各プログラムの

フォームでそれぞれ環境設定を定義しなければなりません。
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用語 説明

ビュー ビューは SQL上の”仮想テーブル” です。ビューの元になるテーブル

はベース テーブルと呼ばれます。ビューの定義 (ビューの元になる

ベーステーブル)は、データベースに格納されます。表示されるデー

タはベーステーブルのみに格納されています。

ビューを使うことで、セキュリティの確保や DML ステートメントの

簡略化、処理速度の向上も見込めます。

ビューにはいくつか制限もあります。たとえば、複数のテーブルを

もとに作成したビューでは、データを挿入することはできませんし、

データの更新や削除も不可能です。また、SELECTステートメント

でカラム名のほかに式を使用してカラムを指定し、その SELECTス

テートメントでビューを作成した場合、作成されたビューでは、内容

の更新はできません。

ファイル dbMAGICには２種類のファイルがあります。外部参照ファイルと、

入出力ファイルです。

外部参照ファイルは、dbMAGICとは、別の場所に配置された環境情

報などを格納したファイルです。入出力ファイルは、データ入出力コ

マンドにて入出力の対象となるファイルです。

フォーム フォームは以下の設計に使用します。

1. タスクのメイン画面のレイアウト。項目と式をコントロールと

して配置します。

2. タスクが拡張ウィンドウとして使用する追加のウィンドウ、あ

るいは、呼び出されたタスクやプログラムを呼び出し元のタス

クのウィンドウ内に表示するためのウィンドウ。

3. レポートレイアウト。レポートヘッダ、レポート明細行、レポー

トフッタ、テキスト（入出力）ファイルのレコードのレイアウ

トが含まれます。
フォームエディタ フォームエディタは、［フォーム］テーブルの各フォームに対して定

義されたフレームと内容を表示します。これを使うと、さまざまな

ウィンドウ、レポート、テーブルレイアウトをタスクごとに設計でき

ます。

フォーム作成 開発モードでフォームを作成する dbMAGIC機能。

フォーム自動作成 ［レコードメイン］で定義されているセレクトコマンドの順序に基づ

き、タスクのメイン画面や帳票フォームを自動的に作成するdbMAGIC

の機能。

フォームテーブル ［フォーム］テーブルには、すべてのウィンドウ、レポート、文字入

出力レイアウトのパラメータが含まれています。
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用語 説明

フォームテンプレート フォームテンプレートは、現在オープンしているフォームのレイア

ウト情報を保存したファイルを指します。

テンプレートには、フォームの外観に関する情報は含まれますが、

フォームの動作に関する情報は除かれます。テンプレートにはほとん

どのコントロールとコントロール特性の情報が含まれますが、コン

トロール特性のうち、以下のものは含まれません。

［コントロール名］、［式］、［データ］、［ヘルプ画面］、［自動ヘルプ］、

［ツールチップ］

プリンタ属性 ［プリンタ属性］テーブルは、実際のプリンタコマンドをアプリケー

ションの出力フォームに対応づけることにより、印刷される帳票の書

式を制御するために使用されます。［

プリンタテーブル 現在インストールされている dbMAGICで使用できる出力デバイス

とその属性の一覧です。テーブルの各データは論理プリンタです。

dbMAGICアプリケーションが参照するのは論理プリンタのみです。

ブレイク後処理 「後処理」を参照のこと。

ブレイク前処理 「前処理」を参照のこと。

ブレイクレベル dbMAGICエンジンのレベルのひとつであり、次の 2つの処理テーブ

ルを参照します：ブレイク前処理、ブレイク後処理。ブレイクレベル

はバッチプログラムでのみ使用し、アクティブキーとして設定した 1

つまたは複数の項目の値が変化すると、処理を実行します。通常は、

レポートの集計を出力するために使います。

フロー フローは、処理テーブル上の各処理コマンドに対して２つの異なった

パラメータとして設定することができます。［フロー］欄で所定の値

を設定すれば、実行モード時にエンドユーザによるカーソル操作が

更に追加できます。

最初の［フロー］欄は、高速、通常、両用モードの指定です。２番目

は、エンドユーザに対してズーム処理を実行させるための条件設定

を行うことができます。

プログラム プログラムツリーの階層構造によって関係付けられた 1つまたは複

数のタスク。［プログラム］リポジトリのプログラム名は、ツリーの

ルートタスクの名前です。開発者はこのルートタスクを、オンライン

プログラムまたはバッチプログラムとして定義できます。

プログラム作成 開発モードでプログラムを作成する dbMAGIC機能。ただし、プログ

ラムの実行は行いません。

プログラムジェネレータ 照会、入力、出力のプログラムを作成する dbMAGICの機能です。一

時的なプログラムとして作成する（［実行］）か、プログラムリポジ

トリ内で永続的なプログラムとして作成します（［作成］）。

プログラムチェッカ ［プログラムチェック］オプションから呼び出すユーティリティです。

タイプ、テーブル、プログラムの文法上の誤りをチェックします。

プロブラムチェックユーティリティ プログラムチェックユーティリティは、タイプ、テーブル、プログラ

ム、及び各タスクについて、構文上の誤りをチェックします。
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用語 説明

プログラムツリー プログラムツリーは、メインプログラムとその子タスクとして定義

されたタスクをすべて表示します。コーププログラムで呼び出すプ

ログラムは表示しません。

プログラムリポジトリ ［プログラム］リポジトリは、アプリケーション内で開発された各プ

ログラムで構成されています。

プログラムロールバック バージョン管理マネージャによってプログラムを以前のレビジョンに

戻す機能を指します。

ブロックコマンド 一定の条件のもとで実行される、1つまたは複数の処理コマンドのグ

ループを指定するための処理コマンド。

フローモニタ dbMAGICのデバック機能です。実行中のプログラムのフローを表示

したり、ブレイクポイントを指定することでフローの動きを監視し

たりすることができます。

ヘッダ 同じクラスのフォームを印刷しているとき、EOP(End-of-page)に到

達するたびにヘッダタイトルを印刷するよう設定するフォーム定義。

［フォーム］テーブルでは、各ヘッダフォーム定義を明細行フォーム

定義の直前に配置しなければなりません。

ヘルプ画面 アプリケーションの適当なところでヘルプを表示させるためのヘル

プの設計機能です。「エンドユーザヘルプ」を参照のこと。

変換 「テーブル変換」および「タイプ変換」を参照のこと。

変換ファイル プリンタテーブルの［変換ファイル］欄には、印刷に必要な変換ファ

イルの場所と名前（オペレーティングシステムでの名前）を指定しま

す。この変換ファイルには、dbMAGICの内部キャラクタコードと物

理プリンタのコードの対応表を置きます。変換ファイルには 256まで

の文字列を定義することができ、それぞれ、ASCIIキャラクタコード

（dbMAGICの内部キャラクタセット）を対応させます。このファイ

ルで指定した文字列がプリンタに送られます。プリンタに送られる文

字列には、シングルキャラクタコードのほか、マルチキャラクタコー

ドを定義することもできます。また、制御コードも定義できます。

変更区分 ［変更区分］では、マイナーレビジョンがサブジェクト別にグループ

化され、簡単にレビジョンを追跡できます。

変数カラムテーブル 変数カラムテーブルは仮想テーブルです。全てのタスクで定義する

ことができます。

変数項目 タスクの実行中に、累計、戻り値、範囲指定などのために一時的に使

用する項目。

マージ出力コマンド ［マージ出力］コマンドを使用すると、開発者は MAGICアプリケー

ションのデータと外部の標準テンプレートファイルをマージして出

力することができます。

マイナーレビジョン マイナーレビジョンは、チェックインされたオブジェクトのバージョ

ン管理データベースに自動的に登録されます。
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前処理 dbMAGICエンジンの処理レベルのひとつで、タスクの初期化（タス

ク前処理）、ブレイクレベルの初期化（ブレイク前処理）、個々のレ

コード処理の初期化（レコード前処理） 　などを行います。「レベル」

も参照のこと。

マルチインスタンス実行 Windows 95および Windows NTのもとでの dbMAGICは、同一コン

ピュータ上で同時に複数回ロードできます。実行中の dbMAGICを

オープンすると、dbMAGICのインスタンスを新たにロードできます。

dbMAGICの異なるインスタンスは、マルチユーザ環境における異な

るユーザとみなされます。

メインテーブル メインテーブルは、プログラムの処理対象として中心となるテーブ

ルです。「レコードループ」も参照のこと。

メニュー特性 メニュー特性ダイアログには、エンドユーザメニューのさまざまな

追加情報を設定することができます。たとえば、メニューとヘルプ画

面を関連付けたりすることができます。

メジャーレビジョン スーパーバイザがバージョン管理システムを起動すると、最初のメ

ジャーレビジョンが設定されます。バージョン管理データベースに

は、各メジャーレビジョンについて、以下の情報が保存されます：メ

ジャーレビジョン名、日付、時刻、ユーザ名、ユーザコメント。

メモ型 可変長文字のデータ型。dbMAGICは、もとになるデータベースでの

最も近い型を使用し、このデータ型を可変長形式で記憶します。

文字型 英数字の文字列で定義されるデータ項目の型。変数項目でも実カラ

ムの場合でも最大長は 32Kまでです。

ユーザ ID ［ユーザ ID］テーブルでは、各ユーザにパスワードや所属するグルー

プが割り当てられます。［ユーザ ID］テーブルへのアクセス権がある

のはスーパーバイザだけで、スーパーバイザはユーザ IDを追加、削

除できます。

ユーザグループ セキュリティシステムにおいて、dbMAGICオブジェクトに対して同

じアクセス権を持つユーザの集まりを分類します。許可管理システ

ムでは、個々のユーザまたはグループに権利を割り当てることがで

きます。ユーザは複数のグループに所属していてもかまいません。

ユーザプロシジャ ［コールユーザ PRC］コマンドを使用して dbMAGICプログラム内

で呼び出す、Cまたは Pascal言語の関数。ユーザプロシジャを使用

するには、dbMAGIC付属のインストールファイルでプラットフォー

ム所定の準備を行わなければなりません。

ライセンス管理 ライセンス管理は、ライセンスマネージャで行います。ライセンスの

追加、削除などを行う場合は、ライセンスマネージャが必要です。
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用語 説明

ラインモード dbMAGICプログラムのオンラインモードには、2種類のレコード表

示モードがあります。レコードをラインモードで表示すると、パラ

メータはすべて 1行に並べられ、各パラメータの上にはそれぞれの

ファイルタイトルが表示されます。ラインモードで表示されたレコー

ド間を移動するには、矢印キーかスクロールバーを使用してスクロー

ルアップまたはスクロールダウンします。

リクエスタクライアント リクエスタクライアントは、MRBにリクエストを出すメカニズムで

す。

リテラル リテラルとは、数値または文字列で書かれた定数で、［式］テーブル

で使用します。リテラルを使用して作成した式は、アプリケーション

のほかの部分を変更した場合でも整合性が保たれます。

リポジトリ リボジトリとは、テーブル形式で構成されている基本的な dbMAGIC

のオブジェクトとアプリケーションの定義要素です。

リポジトリ入出力 dbMAGICのリポジトリ入出力機能は、アプリケーションの構成要素

を移植または変換できる機能です。提供されるサービスには、以下の

ものがあります。

他のアプリケーションオブジェクトの取り込み。

下位バージョンや異なったプラットフォームで開発されたアプリケー

ションの変換。

同じアプリケーションの出力後の再取り込み。

ドキュメントの自動作成などがあります。

リンクコマンド dbMAGICの処理コマンドのひとつであり、メインテーブルから選択

したカラムの値を使用して、別のデータベーステーブルのレコード

と関連付けることができます。「照会リンク 」、「確認リンク 」、「書

出リンク」、「結合リンク」も参照のこと。

リンクテーブル ［リンク］コマンドによって、dbMAGICプログラムで使用できるよ

うになるテーブル。

レコード 「論理レコード」を参照のこと。

レコード後処理 「後処理」を参照のこと。

レコード前処理 「前処理」を参照のこと。

レコードメイン セレクト項目、リンク、範囲によってデータビューを定義する［実行］

リポジトリ。レコードメインでは、カーソルの移動経路に基づくタス

クの動作や、ある項目から別の項目に移動する場合の操作について

も設定できます。

レコードループ 1つのレコードが読み込まれてから、それが保存され、次のレコード

が読み込まれるまでの間に行われるすべての処理。このループのレ

コードは、メインテーブルやリンクテーブルから取り込まれます。オ

ンラインタスクの場合、レコードループには、レコード前処理、レ

コードメイン、レコード後処理によって定義された手続き的処理が

含まれます。バッチタスクの場合は、レコード前処理とレコード後処

理が含まれます。
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レポートジェネレータ レポートジェネレータは、エンドユーザが出力帳票を作成すること

のできる機能です。開発者が帳票印刷プログラムを作成する場合に

も利用することができます。作成した内容は、レポートファイル（拡

張子が RPRのファイル）に格納されます。

レベル dbMAGICであらかじめ定義されているタスク実行ループの中のフェー

ズ。以下の各レベルにおいて、指定した一連の操作が実行されます：

レコードレベル（レコード前処理、レコードメイン、レコード後処

理）、ブレイクレベル（ブレイク前処理、ブレイク後処理）、タスク

レベル（タスク前処理、タスク後処理）。

ログオン ［ログオン］ダイアログでは、dbMAGIC開発者またはエンドユーザ

のユーザ IDとパスワードを指定します。

ロック方式 ［ロック方式］は、現在のタスクが処理しているレコードに対して他

のユーザがアクセスすることを防ぐために、dbMAGICがロックを行

うタイミングや状態を定義するパラメータです。必要に応じて、メモ

リ内の情報と実データとの検証も行います。

論理型 0または 1の値を持つ 1バイト項目として記憶されるデータ項目の型

です。0が False、1が Tureを表します。真／偽、黒／白、Yes／ No

など、対になった値を格納する場合に論理型を使用します。

論理名 dbMAGIC内で使用するパス名などの定義文字列です。、実行時に

dbMAGICが実際の値で置き換えます。論理名と実際の値の対応付け

については、［論理名］テーブルで定義します。

論理レコード メインテーブルと任意のリンクテーブルから選択したすべての項目

（実データ項目と変数項目）に基づいて、メモリ上に仮想的に作成さ

れたレコード。

ワークグループ開発モード ワークグループ開発の主要な構成要素は、チ－ム開発とバージョン

管理です。

チ－ム開発は複数の開発者による同一のアプリケーションにおける

並行開発を管理します。

バージョン管理はアプリケーション内の変更履歴と変更内を管理し

ます。
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第2章 dbMAGICエラーメッセージ集
2.1 エラーメッセージ一覧について

ここでは、dbMAGICで表示されるエラーメッセージについて解説します。

Gatewayに関するエラーについては、各Gatewayのマニュアルか使用される RDBMSのマニュアルを参照し

てください。

2.2 dbMAGIエラーメッセージ集

環境設定エラー

メッセージ 説明

HTML スタイルファイルがオープ

ンできませんでした.

[動作環境]や CTL特性で指定した HTML スタイルファイルが存在し

ていません。

サーバが見つからないかサーバタ

イプが間違っています.

サービステーブルのサーバ名か代替えサーバ名がサーバテーブルに

存在しません。

[動作環境]ダイアログのメッセージサーバの指定が間違っています。

[データベース]テーブルの MAGICサーバの指定が間違っています。

アプリケーション名と公開プログ

ラム名は必須入力です.

コールリモートのパラメータとしてサービス名と公開プログラム名

は必ず指定しなければなりません。

キーボード割付ファイルがオープ

ンできませんでした.

[動作環境]や CTL特性で指定したキーボード割付ファイルが存在し

ません。

ここでは ’,’ は使用できません. DBMS]テーブルか [データベース]テーブルの名前にカンマ (,)が設

定されています。

フォント名にカンマがあります。カンマは、区切り文字として扱われ

フォント名には使用できません。

基本色名にカンマがあります。カンマは、区切り文字として扱われ基

本色名には使用できません。

ここでは ’=’ 記号を使えません. [DBMS]テーブルか [データベース]テーブルの名前に =が設定され

ています。

[論理名]テーブルの名前に =が設定されています。

[通信ゲートウェイ]テーブルの名前に =が設定されています。

サーバテーブルに同じ名前のサー

バがあります.

[サーバ]テーブルに同じ名前がすでに登録されています。

テーブルに同じ名前があります. [DBMS]テーブル、[データベース]テーブル、[論理名]テーブルに同

じ名前がすでに登録されています。

パーティショニングエラー：メッ

セージゲートウェイがインストー

ルされていません.

MQ Seriesを使用して通信処理を行う際に、MQ Seriesキューマネー

ジャがロードされていない場合に表示されます。

用語集

dbMAGIC Ver.8.2

dbMAGICエラーメッセージ集 1



メッセージ 説明

フォント定義ファイルがオープン

できませんでした.

[動作環境]や CTL特性で定義されたフォント定義ファイルが見つか

りませんでした。

プリンタテーブルに同じ名前があ

ります.

プリンタテーブルに同じ名前のプリンタがすでに登録されています。

プリンタ属性ファイルがオープン

できません.

[動作環境]や CTL特性で指定したプリンタ属性ファイルが存在して

いません。

プログラム／タスクとイベントを

関連付けてください.

タスクイベントテーブルの [Prg/Tsk]欄が指定されていません。

メモリが不足しています 使用できるメモリが不足しています。

押されたキーは設定できません. [キーボード割付]テーブルで設定されたショートカットキーが不当で

す。

基本色設定ファイルがオープンで

きませんでした.

[動作環境]や CTL特性で定義された基本色定義ファイルが見つかり

ませんでした。

言語テーブルに同じ名前がありま

す

言語テーブルに同じ名前の言語がすでに登録されています。

通貨変換ファイルがオープンでき

ませんでした.

CTL特性で定義された通貨変換ファイルが存在していません。

通貨変換ファイルの一部をロード

できませんでした.不当なレコード

がありました.

CTL特性で定義された通貨変換ファイルに問題があるため読み込み

できませんでした。

通信ゲートウェイがロードされて

いません.:

通信ゲートウェイ (MGWSOCK.DLL)がロード出来ませんでした。

MAGIC.INI の記述されたとおりファイルが存在しません。

通信ゲートウェイが正しくありま

せん.:

クライアント側の通信ゲートウェイがサーバ側のものと合っていま

せん。

通信テーブルに同じ名前がありま

す.

[通信ゲートウェイテーブル]に同じ名前がすでに存在しています。

利用権利設定ファイルをオープン

できません.

セキュリティファイル (usr std.jpn)をオープン／作成できませんでし

た。

データアクセスエラー

メッセージ 説明

アクセスキーが不正です.: 物理ファイルに暗号化のためのアクセスキーが設定されていますが、

そのアクセスキーを使用してファイルをアクセスできるよに設定さ

れていません。

インデックスが重複しています.:

同じセグメント値のインデックス

が存在します。

SQLコマンド実行中にエラーが起こりました. SQLコマンドをサー

バに送る際のパラメータが不正です。

このレコードは他のユーザが更新

しました -再読込みを行います.

他のユーザが同一レコードを更新中のため、レコードロックが発生

していたが、そのユーザがレコードのアクセスを終了しました。
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メッセージ 説明

このレコードは他のユーザが削除/

更新しました.

更新しようとしたレコードは、他のユーザによってすでに変更／削

除されていました。

サーバが見つかりません.: [設定/データベース]で指定されたMAGICサーバの名前が不正です。

サーバに接続できません.: サーバに接続できませんでした。サーバ名が間違っているかポート

番号が違っています。

ソート /一時ファイルを作成できま

せん.

ソート処理や埋め込み SQLの処理で使用する一時テーブルが以下の

理由で作成できませんでした。

ソートデータベースが指定されていない。

ソートで指定されているセグメントの数がインデックスのセグ

メントとして作成できる上限を越えました。

データベースが見つかりません.: MAGIC.INI ファイルの [GATEWAYS] セクションで定義されたゲー

トウェイが存在していません。

データベースゲートウェイのバー

ジョンが違います.:

使用しているゲートウェイが、dbMAGICのバージョンと合っていま

せん。

データベースの初期化ができませ

ん.:

MAGIC.INI ファイルの [GATEWAYS] セクションで定義された定義

ゲートウェイがテーブルの仕様と合っていないか、通信ゲートウェイ

がロードされていません。

テーブルがオープンできません.

テーブル:

テーブルの構成が、dbMAGICでの定義とデータベースの定義で合っ

ていません。

[設定/DBMS/DBMS特性]の [テーブルの存在チェック]欄が Noの状

態で存在しないテーブルをオープンしようとした。

テーブルがみつかりません.テーブ

ル:

アプリケーションで指定されたテーブルがデータベース上に見つか

りませんでした。

テーブルの複写に失敗しました.

テーブル:

DBCOPY関数でテーブルのコピー中にエラーが発生しました。

テーブルロックに失敗しました.

テーブル:

［動作環境］ダイアログで [マルチュユーザアクセス]を Yesにして

ください。ユーザの誰かが、そのテーブルをクローズするまでロック

が解除されません。

テーブルをクローズできません.

テーブル:

インデックスの付け替え中にエラーが発生したため、テーブルをク

ローズできませんでした。

デッドロックが起こりました.: ２つの独立したトランザクション処理がお互いのトランザクション

処理の終了を待っている状態になっています。

トランザクションのアボートに失

敗しました.

不正なデータを入力したため、dbMAGICはトランザクションのロー

ルバックをできませんでした。

トランザクションのオープンに失

敗しました.

トランザクションの初期化に失敗しました。このトランザクション

はデータベースレベルでは開始できません。

トランザクションのコミットに失

敗しました.

テーブルをオープンしてデータの更新を行おうとした際、トランザ

クションがコミットできませんでした。

トランザクションの内部エラーで

す.

dbMAGICの内部的なトランザクション処理を終了しようとしたが、

ロールバックに失敗しました。

用語集
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メッセージ 説明

ファイルが開けません.ファイル: ヘルプファイルが、[設定/動作環境]の [外部参照ファイル]タブで指

定したディレクトリに存在しません。

ユーザ名/パスワード不正のため

サーバにログオンできません.:

入力したユーザ名/パスワードが、WindowsNT-Server上に登録されて

いないか、ローカルログインの権利がありません。

レコードは更新されていました. 更新を行おうとしたレコードは、他のユーザによってすでに更新さ

れていました。

レコードは失われていました. 更新を行おうとしたレコードは、他のユーザによってすでに削除さ

れていました。

レコードロック解除待ちです.: 更新、削除を行おうとした時にデータベースがレコードロックが発

生しました。

レコードを作成できません.テーブ

ル.:

予測できないエラーのためにレコードの作成処理に失敗しました。

ロックファイルがオープンできま

せん.

アプリケーションファイルのオープンができませんでした。[設定／

アプリケーション]で指定したディレクトリが存在していません。

該当するレコードがありません -

次に位置付けます.

最小のみを指定して位置付け指定したがレコードが見つかりません

でした。カーソルは、指定値にもっとも近いレコードにに移ります。

該当するレコードがありません -

先頭に位置付けます.

位置付け指定したレコードが見つかりませんでした。カーソルは、

データビューの最初のレコードに移ります。

該当するレコードがありません -

前に位置付けます.

最大のみを指定して位置付け指定したがレコードが見つかりません

でした。カーソルは、指定値にもっとも近いレコードにに移ります。

警告:変更前の DBMS/データベー

スが不明です.:

テーブルリポジトリの [データベース] 欄を変更すると既設のデータ

からの移行処理を行いますが、パスの指定などの誤りで既設データ

が存在しなかったり、ゲートウェイがロードされていなかった場合に

発せいします。

原因不明のエラーです.: テーブルをオープンすることができませんが、dbMAGICでのエラー

ではありません。

更新できません.テーブル.: 予測できないエラーのために更新処理に失敗しました。

削除できません.テーブル.: 予測できないエラーのために削除処理に失敗しました。

削除できません.: 権利のないユーザがテーブルを削除しようとしました。

処理に失敗しました。他のユーザ

がレコードを変更しました.テーブ

ル:

レコードの更新のコミットを行う前に、他のユーザがレコードの変

更や変更のためのコミットを行いました。

常駐テーブルの削除に失敗しまし

た.テーブル名:

常駐テーブルを削除できませんでした。

常駐テーブルの読込に失敗しまし

た.テーブル名:

常駐テーブルを読み込めませんでした。

新規登録できません.テーブル: CREATE TABLEコマンドか CREATE INDEDXコマンドが失敗した

為にテーブルを作成できませんでした。

切断に失敗しました.テーブルは

オープン中です.テーブル:

DBDISCNT関数で指定されたデータベースが使用中です。
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メッセージ 説明

定義内容が一致していません.: テーブルリポジトリでの定義と物理ファイルの定義が異なっていま

す。

読込専用テーブルは更新できませ

ん.テーブル:

常駐テーブルか DBテーブルで読込専用ファイルと定義されたファイ

ルを更新しようとしました。プログラム設計のミスによるものです。

破損テーブルです.テーブル: BTRIEVEデータテーブルが不良のためオープンできませんでした。

該当テーブルをバックアップしてあるならば、そのテーブルをコピー

して使用してください。ユーティリティを使用して、破損テーブルを

復旧できる場合もあります。

不正な SQLコマンドです。データ

ベース.:

不正な SQLコマンドが発行されました。テーブル名やコマンドの構

文を確認してください。

不正なテーブル名です.テーブル: 不正なテーブル名が指定されました。DBMSの命名規約を確認して

ください。

名前を変更できません.: リネーム処理に失敗しました。

目的のテーブルは、既に存在して

います。作成に失敗しました.:

DBCOPY関数でコピー先のテーブルがすでに存在しています。

データ定義エラー

メッセージ 説明

「開発モードでのテーブル変換が

No」のため、テーブルは変更され

ません.

テーブル構成を変更しようとしたか、リネームか削除を仕様としま

した。

BLOB と メモ の項目は混在でき

ません

テーブルの中にあるメモ型のカラムと BLOB 型のカラムの合計が

DBMSの制限を越えました。

BLOBの数が DBMSの制限値を越

えました

テーブルの中にある BLOB型のカラムの数が DBMSの制限を越えま

した。

エラーのあるテーブルがありまし

た.

プログラムチェックユーティリティがテーブルにエラーがあることを

見つけました。

カラムインデックスはユニークで

なければなりません.

[テーブル特性]ダイアログの [位置] 欄に、ユニークインデックスを

指定しなければなりません。

カラム数が多すぎます. １つのテーブルに登録できるカラム数が、データベースの最大値を

超えました。

クラスタ化インデックスとして指

定できるのは１つのインデックス

だけです.

インデックス特性の [クラスタ化インデックス] 欄に Yesと設定でき

るのは、各テーブルに１つのインデックスのみです。

データベースが見つかりません. 該当するデータベース用のゲートウェイがロードされていないか、

SQLコマンドが発行されたが、データベースが指定されていない。

データ長を０より大きくしてくだ

さい.

文字型またはメモ型のデータ長が 0になっています。

用語集
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メッセージ 説明

フォーム上のコントロール

変数項目

テーブルのカラム

タイプ特性

上記の自動ヘルプ欄で自動ヘ

ルプ以外を指定した場合にエラー

が表示されます。

テーブル DB名が入力されていま

せん.

SQLテーブルに名前が設定されていません。

テーブル DB名の長さが DBMSよ

り長くなっています.

データベーステーブル名の名前の長さが、データベースでサポート

されている最大値を超えました。データベースを変更すると発せい

する場合があります。

ファイルマネージャの異常です. バックグラウンド処理中にデータサーバに接続を行おうとしました。

メモ項目はインデックスとして使

用できません.

メモ型や BLOB型のカラムはインデックスセグメントとして使用で

きません。

レコードサイズが大きすぎます. テーブルのレコードサイズが、使用するデータベースの最大サイズ

を超えています。

レコードサイズが不正です. テーブルにはいくつかのカラムが含まれていません。

項目番号が無効です. インデックスセグメントのカラム番号が指定されていません。

セレクトコマンドでカラム番号が指定されていない。

項目更新コマンドでカラム番号が指定されていない。

再索引モードのテーブルオープン

は排他にしてください.

タスクの DBテーブルの [共有]欄を R=読込または、W=書込にして

ください。オープンモードによって再検索を行います。

重複可のインデックスはデータ

ベースポジションとして設定でき

ません。

[テーブル特性]ダイアログの [位置] 欄に、指定されているインデッ

クスがノンユニークインデックスに変更された可能性があります。

数値は 18桁まで有効です 数値型の書式の指定が１８桁を越えています。

インデックス定義エラー

メッセージ 説明

１次インデックスの変更はできま

せん.

１番目のインデックスを変更することはできません。

DBのインデックス名が重複して

います.

すでに同じ名前のインデックス名が存在しています。

インデックス DB名が入力されて

いません.

SQLテーブルに定義されたインデックスに名前が設定されていませ

ん。

インデックス DB 名の長さが

DBMSより長くなっています.

インデックス名は、DBMSでサポートされる長さより短くなければ

なりません。長いインデックス名をサポートするデータベースから

のテーブルの変換を行った場合などに発生します。

インデックスが定義されていませ

ん.

テーブルにインデックスが定義されていません。
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メッセージ 説明

インデックス定義が重複していま

す.

インデックスセグメントに同じカラムが定義されています。

セグメントが定義されていません. インデックスのセグメント数が 0になっています。

セグメントサイズが不正です. インデックスに定義されたカラムの長さが、セグメントサイズを超

えました。カラムのデータタイプを変更したた場合に発生します。

セグメントサイズの合計が大きす

ぎます.

セグメントのサイズが、カラムの最大値を超えました。このサイズ

には、カラムの記憶形式、データタイプなどによって変わります。

セグメントには NULL 値を設定で

きません.

Oracleを DBMSとして使用する場合、ユニークインデックスとして

使用しているカラムに NULL 値可の設定がされている。

セグメントは文字型でなければな

りません.

インデックスセグメントにはすべて文字型のカラムを使用しなけれ

ばなりません。

セグメント数が限界を越えていま

す.

１つのインデックスに登録できるセグメントの数が、データベース

の最大値を超えました。

セグメント長を項目長と等しくし

てください.

書式欄で指定されたサイズが、指定したデータタイプでの最大値を

超えました。

セグメント定義が重複しています 同じカラムをセグメントとして使用しているインデックスが存在し

ます。

デフォルト位置が見つかりません.

テーブルに重複不可インデックス

が必要です.

テーブルにインデックスがないか、ROW-IDがないかデフォルトイン

デックスに設定されたインデックスがユニークなインデックスではあ

りません。

タスク定義時のエラー

メッセージ 説明

@コマンドは表示用としては文字

項目しか使えません.

SQL Where句では、@コマンドは、文字項目としては使用できませ

ん。

「順」番号が無効です. APGダイアログのカラム設定欄で不正なカラム番号が指定されてい

ます。

BLOBや メモ項目はこの値では使

えません.

SQL Where句では、BLOB型やメモ型の項目を使用することができ

ません。

BLOBや メモ項目は使えません. ハイパーリンクや Cookiesのパラメータには BLOB型やメモ型は使

用できません。プログラムチェックユーティリティでチェックされま

した。

BLOB項目はマージパラメータと

して指定できません.

マージ出力コマンドで設定するメージパラメータテーブルの項目に

は BLOB型やメモ型の項目を指定できません。

BLOB 項目では 前置/後置の指定

はできません

BLOB型のカラムの前後で A=後置または B=前置の指定ができませ

ん。

BLOB 項目では 範囲/位置付の指

定は出来ません。

BLOB項目のセレクトコマンドに範囲/位置付けが指定されています。

用語集
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メッセージ 説明

CNDRANGE関数はセレクトコマ

ンドの位置付/範囲でしか使用でき

ません.

CNDRANGE関数は、セレクトコマンドの［位置付]欄か［範囲］欄

でしか使用できません。

CNDRANGE関数は他の式の一部

としては使用できません

CNDRANGE関数は、他の関数のパラメータの中に指定することは

できません。

EXPCALC関数：式テーブルに式

がありません.

EXPCALC関数に指定された式が存在していません。

EXPCALC関数では再帰型の式を

指定できません..

EXPCALC関数で指定された式は、自分自身です。再起型の指定はで

きません。

EXPCALC関数のネストは５０階

層までです.

EXPCALC関数でネストできるのは 50レベルまでです。

EXPCALC関数は複雑な式を使用

できません, 数値のみ使用できま

す.

EXPCALC関数で指定できるパラメータは、数値のみです。

HTML/Java/フレームセットフォー

ムは印刷できません.

Java、HTML、フレームセットフォームを出力する場合は、メディア

名をテキスト形式プリンタや GUI形式プリンタに指定できません。

SQL Where句は常駐テーブルをメ

インテーブルにしているタスクで

は定義できません.

タスクのメインテーブルが常駐タスクになっています。

SQLタスクのネストが深すぎます. SQLタスクのネストが、２４階層を越えました。

SQLフォームはタスクトランザク

ションで実行してください.

SQL系データベースを使用したバッチタスクのタスク定義ウィンド

ウでトランザクションの設定が Noになっています。

SQLのバッチタスクではソート処

理は出来ません.

タスクがバッチモードで、ソートの指定がされています。

SQL文の出力パラメータに基づく

テーブル定義が正しくありません.

埋め込み SQLの結果データベースに指定した内容に以下のような誤

りがあります。

BLOB型のカラムの数が DBMSの制限を越えています。

結果データベースに ISAM 系データベースを指定して、検索カ

ラムが NULL を含んでいる場合。

SQL文の入力パラメータが正しく

ありません.

親タスクが SQLタスクである子タスクをコールする際のパラメータ

が不正です。

エラーのあるプログラムがありま

した.

文法上誤りのあるプログラムです。

カーソルがパークできる項目があ

りません.

以下の条件のため、コントロールにカーソルとめることができませ

んでした。

タスクにフォームがありません。

フォーム上にパークできるコントロールがありません。

位置付けや範囲指定処理のためのフォームのためにカーソルを

パークできないコントロール (BLOB、イメージ、プッシュボタン)し

かありません。

このタグ名は既に存在しています. マージパラメータテーブルに重複したタグ名が指定されています。
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メッセージ 説明

このパラメータ名は既に存在して

います.

コールリモートコマンドのパラメータに重複した名前が指定されて

います。

このフォームは、指定したメディ

アには出力できません.

Javaと HTML フォームを出力する場合は、メディア名をリクエスタ

にするか標準ファイルにしてください。

この公開プログラム名は既に存在

しています.

同じ名前の公開プログラム名が他にある場合に表示されます。

この処理ではテンプレート入出力

が使えません.

データ出力フォームに、マージテンプレートファイルが指定されて

います。

サービスが指定されていません コールリモートコマンドの [パラメータ]ダイアログにサービス名が

設定されていません。

タイプが合っていません.－項目は

数値型でなければなりません.

コールリモートのパラメータとして戻り値と理由コードが、数値型

項目で設定されていません。

タイプが合っていません.－項目は

文字型でなければなりません.

コールリモートのパラメータとしてリクエストＩＤが、文字型項目

で設定されていません。

ダイレクト SQLの出力パラメータ

に 範囲は指定できません.

SQLコマンドの出力パラメータに範囲が設定されています。

タグ名を入力してください. マージ出力コマンドのマージパラメータテーブルにタグ名が設定さ

れていません。

タスクが深すぎます. 実行時のタスクのネストが、２５５階層を越えました。

タスクの画面がオープンできませ

ん.

オンラインタスクでは、必ず [タスク制御]の [ウィンドウ表示]を ON

にしなければなりません。

トランザクションモードはロック

方式とは非互換です.

タスクで設定されている、トランザクションモードとロックモード

が合っていません。

トランザクションをリトライして

います.

タスク定義ウィンドウにて、レコードのトランザクションエラーモー

ドがリトライになっており、トランザクションエラーが発生しまし

た。

トランザクション外のため、ビュー

はロックされません.

トランザクションのモードがロックの範囲と一致していません。

バッチタスクでは、位置付モード

を実行出来ません.

バッチタスクの [タスク特性]で [初期モード ]が [L=位置付け]になっ

ています。

パラメータ名を入力してください. コールリモートコマンドの [パラメータ] テーブルの [パラメータ名]

が設定されていません。

ビュー構成は変換できません. ビューは変更できません。

フォームが大きすぎてコンソール

に出力できません.

コンソール画面に表示するフォームのサイズがウィンドウへ表示で

きるサイズを超えました。

フォームのクラスを１以上にして

ください.

データ出力コマンドで指定しているフォームがクラス=0になってい

ます。

プログラムまたは、コマンドプロ

セッサが見つかりませんでした.

OSコマンドを実行しようとしましたが、コマンドプロセッサか、起

動するプログラムファイルが見つかりませんでした。

用語集
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メッセージ 説明

プログラム設計上のエラーにより

実行が中断されました.

タスク制御ダイアログの全てのオプションが Noになっているか、イ

ンデックスの変更許可が Noになっているか、タスク特性で、初期

モードが許可されていないモードになっています。

プログラム名が指定されていませ

ん.

コールリモートコマンドの [パラメータ]ダイアログに公開プログラ

ム名が設定されていません。

メインテーブルが選択されていま

せん.

APGダイアログの [メインテーブル] 欄が指定されていません。

メモリが不足しています. OSコマンドを実行するための十分な空きメモリがありませんでした。

レコードが見つかりません: V=確認/J=結合モードでのリンクが失敗しました。要求されたリン

クレコードは指定テーブルには存在しません。

加算更新は、この項目では指定出

来ません.

項目更新コマンドの加算モードは、日付型や時刻型、数値型以外で

は使用できません。項目の型が、BLOB、文字型、メモ型、論理型に

なっています。

項目更新コマンドの加算モードは、オンラインタスクでしか使用で

きません。

外部結合リンクで参照する項目は

事前に定義しなくてはなりません.

結合リンクコマンドの位置付け対象となるセレクト項目は、結合リ

ンクの後で表示されます。

記述の中の項目番号が無効です. SQL Where句で定義されている項目が無効です。

警告：式が使用されていません. プログラムチェックユーティリティが使用されていない定義式を見つ

けました。

警告：不正なプログラム／タスク

です.

コールコマンドで指定したタスク番号かプログラム番号が 0になっ

ています。

結合リンクでのセレクトコマンド

は位置付を同じ値にしてください.

ジョインテーブルで使用されるインデックスのすべてがセレクトコ

マンドで定義されていません。

リンクジョインの [位置付] 欄の大小は同じ値になっていません。

結合リンクでは重複不可インデッ

クスしか使えません.

タスク定義ウィンドウの結合リンクコマンドでは、重複不可のイン

デックスしか指定できません。

結合リンクで参照する項目は結合

リンクの一部でなければなりませ

ん.

結合リンクコマンドの位置付けの設定は、メインテーブルよりリン

クテーブルの項目を参照します。

結合リンクで参照する項目は同じ

記録形式でなくてはなりません.

結合リンクの位置付けで指定する項目とメインテーブルの項目は、同

じ記憶形式になっていません。

結合リンクで使用するテーブルは

常駐できません.

結合リンクで使用しているテーブルが、常駐テーブルになっていま

す。

結合リンクによる位置付は、項目

か定数で指定してください.

結合リンクコマンドを使用した位置付けの設定で項目か定数以外を

使用しています。

結合リンクの条件指定では自分自

身を指定できません.

リンクジョイン（結合リンク、外部結合リンク)で [位置付]欄にその

テーブル自身を指定することができません。
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メッセージ 説明

結合リンクはメインテーブルが

SQLテーブルの時のみ定義できま

す.

タスクのメインテーブルが SQL系のテーブルではありません。この

場合、リンクジョンには使用できません。

結合リンクは同じデータベースを

使用しなければなりません.

リンクジョインでは同じデータベース同士でリンクしなければなり

ません。

結合リンクを使ったタスクではファ

イルキャッシュは使えません.

タスク制御ダイアログのキャッシュ範囲の指定は、結合リンクを使用

したタスクでは無効です。

権利情報を読み込めませんでした. アプリケーションの権利情報を読み込むことができませんでした。

後付トークンがありません. マージ出力で使用する後付けトークンが指定されていません。

項目は、親タスクのビューか変数

または、メインテーブルのものを

使用してください.

リンクテーブルのカラムが使用されています。

カラムを選択してください. APGダイアログの [選択カラム]テーブルの [順]欄が全て 0になって

いる。

項目番号が無効です. マージ出力で指定するマージパラメータテーブルに項目または項目

式が設定されていません。

作業を中断しました. ESCキーが押くだされたことによりプログラムチェックユーティリ

ティが中断しました。

指定されたフォームは空です. データ入力コマンドで指定されたフォームには入力項目が指定され

ていません。

式が長すぎます. SQL Where句で定義できる式は、4000桁までです。

実項目が２回以上セレクトコマン

ドで指定されています.

同一タスク内に同じテーブルのカラムをセレクトコマンドで指定で

きません。

出力マージ処理はメディアがリク

エストか標準ファイルの時しか使

用できません.

マージ出力コマンドでテンプレートファイルを指定する場合は、[メ

ディア]欄をリクエスタか内部ファイルか標準ファイルにしてくださ

い。

出力マージ処理は一時ファイルを

使用しなければなりません.

マージ出力コマンドで使用する入出力ファイルがマージファイルで

はありません。

書込モードでアプリケーションを

オープンすることができませんで

した..

書込モードでアプリケーションをオープンする権利がありません。

照会モードのためレコードは修正

できません.

[動作環境]で照会モードでの修正許可が Noにっています。修正モー

ドの子タスクが、照会モードの親タスクの項目を更新しようとしま

した。

設定されているタスク初期モード

は使用できません.

タスク特性ダイアログで設定された初期モードがタスク制御ダイア

ログで許可されていません。

前付けトークンと後付けトークン

は異なっていなければなりません.

マージ出力で使用する前付けトークンと後付けトークンが同じになっ

ています。

前付トークンがありません. マージ出力で使用する前付けトークンが指定されていません。

読込エラー # 指定した外部プログラムの実行に失敗しました。
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メッセージ 説明

不当なサービス－サーバに割り当

てられていません.

コールリモートコマンドのパラメータダイアログに設定されたサー

ビスにサーバが定義されていません。

不当なサービス－サービステーブ

ルに登録されていません.

コールリモートコマンドのパラメータダイアログに設定されたサー

ビスがサービステーブルに存在していません。

不当なサービス－存在しないサー

バに割り当てられています.

コールリモートコマンドのパラメータダイアログに設定されたサー

ビスに対応するサーバが存在しません。

変更不可の項目です. 以下の条件で [修正許可]=Noのコントロールに対して更新処理を行

おうとしました。

タスクが修正／登録モードで、[カラム特性]ダイアログにて [修

正許可]=Noになっている項目に対して項目更新処理を行うとした。

タスクが照会モードで、[照会モードでの修正]=Yesの時、以下

の条件

データ入力でカラムデータを読み込もうとした。

VARSET関数を該当するカラムに対して使用した。

変数項目に対する結合リンクは無

視されます.SQL Wheare句を使用

してください.

変数項目を使用して結合リンクコマンドで位置付けを行っています。

SQL Where句を使用してください。

フォーム定義エラー

メッセージ 説明

Active-Xのクラスが指定されてい

ません.

HTM フォーム上の Active-Xコントロールのクラス特性が設定され

ていない場合にこのエラーが表示されます。プログラムチェックユー

ティリティを実行したときのみ表示されます。

HTML テンプレートは読み込むこ

とができません

HTML 用のテンプレートを GUIフォームで読み込むことはできませ

ん。

HTML ファイルがありません. HTML コントロールに HTML ファイル名の指定がありません。

Javaテンプレートは読み込むこと

ができません

Java用のテンプレートを GUIフォームで読み込むことはできません。

Javaファイルがありません. HTMLフォームの Javaコントロールに Javaファイル名が設定されて

いません。

URLを入力してください. ハイパーリンクダイアログの [URL] 欄か [式]欄に値が指定されてい

ません。

クラス 0のテンプレートは読み込

むことができません

クラス=0で登録したテンプレートを クラス>0のフォームで読み込

むことはできません。

クラスが０のフォームしか選択で

きません.

エディットコマンドで指定できるフォームは クラス=0のものだけで

す。

このコントロールに対して、使用

出来ないデータ式です.

コントロールのデータ欄や型欄で設定した式の結果がコントロール

と合っていない場合に表示されます。たとえば、OLEコントロール

に文字列の式を指定した時などです。
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メッセージ 説明

このコントロールに対して、使用

出来ない項目です.

BLOB項目はイメージコントロールか OLEコントロールのみでしか

指定できません。

このタイプのステップは、範囲指

定に比べて大きすぎます.

スライダコントロールで、ステップ数の値が、範囲の最大値を超え

ています。

この名前の項目は他のコントロー

ルで使われています.

HTML フォームで２つのコントロールのデータ欄に同じ項目が定義

されています。

コントロールの幅は２０以上には

できません.

平面に設定されたラインコントロールの幅が２０を越えています。プ

ログラムチェックユーティリティでは、この件はチェックしません。

コントロール名を入力してくださ

い.

コントロール名が設定されていません。

サウンドコントロールには、デー

タかサウンドファイルを指定して

ください.

HTML フォームのサウンドコントロールに以下の指定がない場合に

このエラーが表示されます。

サウンドファイル名

データ欄か式

このエラーはプログラムチェックユーティリティでのみ表示されます。

スライダコントロールのあるタイ

プには、範囲を指定してください.

スライダコントロールに範囲指定がありません。

スライダコントロールでは、連続

な範囲を指定してください.

スライダコントロールの範囲欄が連続した値で (A-Cというように)

指定されていない。

スライダを使うためには、項目に

範囲を指定してください.

スライダコントロールの範囲指定欄に ハイフンを使用した範囲指定

がされていません。

セル間隔が限界を超えました. HTML フォームのスタティックテーブルコントロールの行またはカ

ラムの間隔が限界を超えました。

タイトルの高さが正しくありませ

ん.

テーブルコントロールのタイトルの高さがコントロール自身よりも

大きい場合に表示されます。

チョイスコントロールに対して、範

囲指定が適当でありません.

ラジオボタンのコントロール特性にて範囲の指定が正しくありませ

ん。

チョイスコントロールのあるタイ

プの範囲指定に重複値があります.

チョイスコントロールの範囲欄の指定に重複した値があります。

チョイスコントロールの範囲が、設

定されていません.

フォーム上のチョイスコントロールに範囲が指定されていません。

チョイスコントロールの範囲に重

複があります.

フォーム上のラジオボタンの範囲に同じ値が指定されています。

チョイスコントロールを使うため

には、項目に範囲を指定してくだ

さい.

ラジオボタンやスライダの範囲欄にカンマ (,)以外の区切り文字が使

われています。

データまたは、デフォルトイメー

ジファイルを設定してください.

イメージコントロールの以下の欄に値が指定されていません。

データ欄か式

デフォルトイメージファイル名
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メッセージ 説明

データまたは、リターンアクショ

ンを設定してください.

プッシュボタンコントロールのスタイルをプッシュボタンやハイパー

リンクにした場合で、以下のどちらかの設定がない場合に表示され

ます。

データ欄

アクション欄

プッシュボタンコントロールのスタイルをイメージボタンにし

た場合は表示されません。

データを指定してください. 以下のコントロール以外では、データ欄に項目のシンボル名か式を

設定しなければなりません。

テキストコントロール

テーブルコントロール

イメージコントロール

プッシュボタンコントロール

ラインコントロール

Javaコントロール

HTML コントロール

Act-ve-Xコントロール

テキストを入力してください. HTML フォームのテキストコントロールにテキストが入力されてい

ません。

テンプレートファイルのバージョ

ンが違います。

Ver7以前のバージョンのテンプレートファイルを読み込もうとしま

した。

ハイパーリンクが指定されている

ため、テキストは削除されません.

HTML フォームのテキストコントロールからテキストを削除しよう

としました。ハイパーリンクが設定されているテキストコントロール

が連続して配置されている場合、テキストを削除するとこのエラー

が表示されます。

フォームサイズが大きすぎます リポジトリ入力中にフォーム内の表示項目の入力限界を超えました。

フォームに合わせてテンプレート

ファイルを調整することができま

せん

入力するテンプレートよりもフォームのサイズが小さくなっていま

す。

フォームに指定したコントロール

数が多すぎます

フォーム上のコントロールの数が上限を越えました。

フォームのサイズ／位置の値が大

きすぎます.

以下の時に表示されます。

フォームの左辺位置が 32767/水平精度より大きい場合

フォームの上辺位置が 32767/垂直精度より大きい場合

HTML フォームの左辺位置が 32767/水平精度より大きい場合

フォームの高さが 32767/垂直精度より大きい場合

フォームの位置やサイズの値が 0になっている場合

フォント番号は、1 -登録番号 以

外は指定出来ません.

フォントテーブルで定義された行数以上の値が設定されています。

フレームセットテンプレートでは

ありません

フレームセット用でないテンプレートをフレームセットフォームで読

み込むことはできません。

フレームセットテンプレートは読

み込むことができません

フレームセット用のテンプレートを GUIフォームで読み込むことは

できません。
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メッセージ 説明

フレームのハイパーリンクは現在

のプログラムを指定しています.

HTML フレームセットフォームのフレームコントロールのハイパー

リンクの指定で、公開プログラム名が自分自身を指定しています。プ

ログラムチェックユーティリティでは、この件はチェックしません。

ページヘッダ及びフッタが、ペー

ジ長より長過ぎます.

ページヘッダやページフッタの高さの値が、全体のページ長を越え

ています。

ホットスポットが画像のサイズを

超えています.

イメージコントロール上のホットスポットコントロールのサイズ（幅

か高さ）が、イメージコントロールのサイズを超えました。

やり直すための情報が無効です やり直し処理が選択されましたが、やり直し処理用のバッファがク

リアされています。

位置は、0 - 100以外は指定出来ま

せん.

フォーム上のコントロールにて一覧の指定のどれかが、0か 100を越

えた指定になっています。

基本色番号は、1 -登録番号 以外

は指定出来ません.

基本色定義テーブルで定義された行数以上の値が設定されています。

コントロールで指定された色番号が、サポートされている番号を越

えています。フォーム上の色の設定を調整してください。

元に戻すための情報が無効です 元に戻す処理が選択されましたが、元に戻す処理用のバッファがク

リアされています。

行番号は、１－１００までです. HTMLフォームのスタティックテーブルコントロールの行数が 100を

越えました。

式の値と型が一致していません. コントロールに設定されているデータ欄の式の結果とと型が一致し

ていません。

設定値が、数値書式%d.%d越えて

います.

エディットコントロールのコントロール特性で指定した値が、書式と

合っていません。

送信／リンクボタンはハイパーリ

ンクでなければなりません.

Javaフォーム上のプッシュボタンが送信かリンクの場合、ハイパー

リンクの設定が必要です。

同じ項目は１つしか指定出来ませ

ん.

フォーム上に同じ項目を定義したコントロールが配置されています。

同じ名前のフレームが存在してい

ます.

HTML フレームセットフォームの２つのフレームコントロールが同

じ名前で定義されています。

不当な HTML テンプレートです HTML フォームには、HTML フォーム用のテンプレートファイル以

外は読み込めません。

不当な Javaテンプレートです JavaLフォームには、Javaフォーム用のテンプレートファイル以外は

読み込めません。

不当なフォームテンプレートです TEXTフォームには、TEXTフォーム用のテンプレートファイル以外

は読み込めません。

無効な拡張ウィンドウです. エディットコントロールに指定された拡張ウィンドウは、クラス＞０

のフォームが使用されています。プログラムチェックユーティリティ

によって表示されます。

無効な行高さです. テーブルコントロールの行高さがコントロール自身よりも大きい場

合に表示されます。
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メッセージ 説明

列番号は、１－１００までです. HTMLフォームのスタティックテーブルのカラム数が、100を越えて

います。

入出力ファイル定義エラー

メッセージ 説明

１つのタスクには１つのリクエス

タしか指定できません.

１つのタスクの入出力テーブルには、［メディア］欄がリクエスタの

行を１つしか指定できません。

このフォームのタイプではヘッダ

／フッタオプションを指定できま

せん.

入出力特性のページヘッダ／ページフッタに、フォームのタイプが

HTML/HTML ドキュメント/Java等のフォームを指定しています。

プリンターテーブルにプリンタが

登録されていません.

プリンタ一覧よりプリンタが選択された後、プリンタテーブルから

すべてのプリンタが削除されました。

プリンタが定義されていません -

デフォルトプリンタを利用します

入出力テーブルに登録されているプリンタがプリンタテーブルから

削除されました。

部数を指定してください. 入出力特性の部数欄が 0になっています。式が設定していない場合

は 部数は 1以上にしてください。

UPC/CALDLL実行時のエラー

メッセージ 説明

ユーザモジュールが見つかりませ

ん.

CALLDLL 関数で指定された DLL が存在しません。

ユーザプロシジャとして指定したファイル名/モジュール名がありま

せん。

ユーザ関数/手続きがみつかりませ

ん.

CALLDLL 関数で指定された関数が DLL 内に存在しません。

ユーザプロシジャで指定された関数が DLL 内に存在しません。

ユーザ関数/手続きへの引き数の数

が合っていません.

CALLDLL 関数やユーザプロシジャの関数定義構造体の引数の個数

と dbMAGIC側で指定しているパラメータの個数が合っていない。

ユーザ関数に定義された引き数の

タイプが正しくありません.

CALLDLL 関数やユーザプロシジャの戻り値の型が無効または、呼

び出し先 (DLL) と合っていない。

ユーザ関数に定義された戻り値の

タイプが正しくありません.

CALLDLL 関数やユーザプロシジャの戻り値の型が無効または、呼

び出し先 (DLL) と合っていない。

ワークグループ開発時のエラー

メッセージ 説明

MVCSのバージョン管理ファイル

をオープンできませんでした.

アプリケーションはワークグループ開発モードで、MVCS関係のファ

イルのオープン中にエラーが発生しました。

MVCSの未使用ユーザです. ワークグループ開発上で、CTL特性の [強制MVCSキー]を持ってい

ないユーザがこのアプリケーションにアクセスされています。
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メッセージ 説明

MVCSロックファイルにログオン

できません.

アプリケーションはワークグループ開発モードで、CTL特性のMVCS

ロックファイルの指定に誤りがあります。

MVCS稼働中です -ログオンしな

いでアプリケーションオープンは

できません.

ワークグループ開発モード状態のため dbMAGICにログインしない

場合アプリケーションをオープンすることはできません。

アプリケーションの構成要素を読

みとることが出来ませんでした.

アプリケーションはワークグループ開発モードで、アプリケーション

の各オブジェクト（タイプ、テーブル、プログラムなど)を参照する

権利がありません。

アプリケーションをアクセスする

権利がありません.

ワークグループ開発上でこのアプリケーションにアクセスするため

の権利がありません。

アプリケーション特性を参照でき

ません.

アプリケーションはワークグループ開発モードで、CTL特性を参照

する権利がありません。

このアプリケーションは既にログ

オン済みです.

ワークグループ開発上で、すでに同じユーザＩＤこのアプリケーショ

ンにアクセスされています。

スナップショットファイルをオープ

ンすることができませんでした.

アプリケーションは、ワークグループ開発モードになっています。該

当するアプリケーションのスナップショットファイル (XXSNP.MCF)

がオープンできませんでした。

チーム開発中です -マルチユーザ

アクセスが Yesに設定されていな

いとアプリケーションオープンは

できません.

[CTL特性]ダイアログで [チーム開発]が Yesになっているが、[動作

環境]ダイアログで [マルチユーザアクセス]が Noになっています。

バージョン管理ファイルがアプリ

ケーションと合っていません.

アプリケーションは、ワークグループ開発モードになっています。CTL

特性で指定したバージョン管理データベースが他のアプリケーション

で使用されているかMVCSロックファイルの指定が間違っています。

バージョン管理ファイルにメジャー

バージョンが存在しません.

該当するアプリケーションのメジャーバージョンファイル (Mvmajrev)

が存在していません。

ヘッダバージョンが間違っていま

す.

dbMAGICのバージョンとバージョン管理マネージャ用の CTLが合っ

ていません。

該当するアプリケーションのスナッ

プショットファイルではありませ

ん.

ワークグループ開発状態で、他のアプリケーションが同じスナップ

ショットファイルを使用しています。

リモートコール実行時のエラー

メッセージ 説明

リモートコール：アクセスが拒否

されました.

ユーザ名かパスワードが間違っているためアプリケーションサーバ

から拒否されました。

リモートコール：アプリケーショ

ンをオープンできませんでした.

アプリケーションサーバがアプリケーションをオープンできません

でした。

リモートコール：アプリケーショ

ン名が指定されていません.

コールリモートのパラメータダイアログに設定されたサービスに対

応するアプリケーション名が間違っている。（存在していない）
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メッセージ 説明

リモートコール：プログラムが見

つかりません.

コールリモートのパラメータダイアログに設定されたプログラム名

が間違っている。（存在していない）

リモートコール：プログラム名が

指定されていません.

コールリモートのパラメータダイアログに設定されたプログラム名

が指定されていません。(このエラーは実行時に表示されます)

リモートコール：メッセージサー

バが見つかりません.

アプリケーションサーバ側で参照しているMRBが起動されていない

か、クライアント側の接続情報に誤りがあります。

リモートコール：リモートアプリ

ケーションが見つかりません.

コールリモートのパラメータで指定したサービスに対応するサーバ

側のアプリケーションが見つかりません。

リモートコール：結果ファイルを

オープンできません.

コールリモートのパラメータダイアログに設定された結果ファイル

が何らかの理由で（パスが間違っていたり読込専用)オープンできま

せんでした。このエラーはリモートアプリケーションがリクエスタ

に出力した場合に発生します。

リモートコール：実行中にリモー

トエンジンがアボートしました.

実行中のリモートエンジンが何らかの理由でアボートしました。

リモートコール：接続に失敗しま

した－ホスト名が不明です.

クライアントが、MRBに接続できなかった場合に発生します。

リモートコール：有効なアプリケー

ションサーバではありません.

実行中のリモートアプリケーションに対してコールリモートコマン

ド発行しました。

マージテンプレートの読込エラー

メッセージ 説明

テンプレートファイルエラー：

ELSEが重複しています.行番号:

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の IF-ENDIF構文内に

ELSEのタグが複数あります。

テンプレートファイルエラー：IF

や REPEATタグの間に矛盾があり

ます.行番号:

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の IFや REPEAT構文

内に不整合があります。

テンプレートファイルエラー：IF-

ELSEのタグに不整合があります.

行番号:

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の IF-ELSE構文内に

不整合があります。

テンプレートファイルエラー：IF-

ENDIFのタグに不整合があります.

行番号:

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の IF-ENDIF構文に

不整合があります。

テンプレートファイルエラー：

REPEAT-ENDREPEARの間に他

のタグが必要です.行番号:

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の REPEAT構文内に

他のタグの項目の指定がありません。

テンプレートファイルエラー：

REPEAT-ENDREPEATEのタグに

不整合があります.行番号:

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の REPEAT-

ENDREPEAT構文内に不整合があります。

テンプレートファイルエラー：タ

グ名が重複しています. -

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の REPEAT構文内に

同じタグ名が存在しています。
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メッセージ 説明

テンプレートファイルエラー：後

付けトークンがありません.

マージ出力で使用するテンプレートファイル内の構文内に後付トー

クンが指定されていません。

テンプレートファイルのオープン

処理の問題です. -

マージ出力コマンドで使用するテンプレートファイルをオープンで

きませんでした。ファイルが存在しないためと思われます。

テンプレートファイルの読込処理

の問題です.

マージ出力コマンドで使用するテンプレートファイルを読み込めま

せんでした。ファイルが破損しているためと思われます。

ライセンス管理エラー

メッセージ 説明

Your copy of magic has passed its

Expiry Date

dbMAGICに設定された使用期限の日付を越えました。

ユーザ登録してください. ユーザ登録処理されていません。

ユーザ登録に失敗しました.登録パ

ラメータを確認してください.

ユーザ登録のパラメータに問題があったため、登録処理に失敗しま

した。

ユーザ登録時のチェック処理でエ

ラーが発生しました.

dbMAGICのユーザ登録処理中にエラーが発生しました。

ライセンスがバージョンと合って

いません.

使用しているライセンスファイルのバージョンの内容が MAGICエン

ジンと合っていません。

ライセンスファイルの読込に失敗

しました.

ライセンスファイルの設定に間違いがあります。

ライセンスファイルへのチェック

インに失敗しました.

アプリケーションが終了中のためチェックイン処理が完了しませんで

した。

ライセンスマネージャの初期化に

失敗しました.

ライセンスファイルのパラメータに問題があります。

使用ユーザ数の制限を越えました. ライセンスで許可されている使用ユーザ数の上限を越えました。

リポジトリ入出力エラー

メッセージ 説明

dbMAGICの項目制限を越えまし

た.

リポジトリ入力中に以下のオブジェクトの入力限界を超えました。

イベント

テーブルコントロール

メニュー

権利

タイプ

ISNファイル入力エラー - ISNファ

イルは既に存在しています

リポジトリ入力中に重複した ISN情報が見つかりました。

ISNファイルの入力は新規アプリ

ケーションのみ可能です

ISNファイルを含めてリポジトリ入力する場合は、入力対象アプリ

ケーション内にオブジェクトが存在しない必要があります。
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メッセージ 説明

ヘルプのサイズが大きすぎます リポジトリ入力中にヘルプリポジトリ上のヘルプ番号の入力限界を

超えました。

入力ファイルにメニューが含まれ

ています.

リポジトリ入力ファイルにメニューデータが含まれている場合、こ

の内容でデフォルトのメニューを上書きするかどうかの確認

表示項目が多すぎるため、リポジ

トリ入力できません.

フォーム上のコントロールの数が 10000を越えました。

不正なファイル名です. リポジトリ入出力ダイアログや、データベーステーブルでクエスチョ

ンマーク (?)が、ファイルのパス名に使用されています。

ユーザメニュー定義エラー

メッセージ 説明

ユーザメニュー名は必須入力です. ［ユーザメニュー名］欄は必ず入力しなければなりません。

ユーザヘルプ定義エラー

メッセージ 説明

ツールチップ以外は指定できませ

ん.

以下のツールチップ欄でツールチップ以外を指定した場合にエラー

が表示されます。

テーブルのカラム

タイプ特性

フォーム上のコントロール

自動ヘルプ /ツールチップは、ヘル

プ画面として設定出来ません

このエラーは以下の場合に表示されます。

カラム特性のヘルプ画面欄に自動ヘルプを設定した場合

タイプ特性のヘルプ画面欄に自動ヘルプを設定した場合

変数のカラム特性のヘルプ画面欄に自動ヘルプを設定した場合

フォームのコントロール特性のヘルプ画面欄に自動ヘルプを設

定した場合

フォーム特性のヘルプ画面欄に自動ヘルプを設定した場合

自動ヘルプ以外のヘルプは、設定

出来ません.

自動ヘルプは以下の場所で設定できます。

フォーム上のコントロール

変数項目

テーブル上のカラム

タイプ特性

上記の自動ヘルプ欄で自動ヘルプ以外を指定した場合にエラーが表

示されます。

権利定義エラー

メッセージ 説明

権利が設定されていません. 使用権利の設定が行われていません。
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メッセージ 説明

登録権利がありません. タイプの登録権がないユーザがタイプの入力を行おうとしました。

確認用メッセージ

メッセージ 説明

インデックスを再作成中です -お

待ちください ...

データベースのインデックスを作成し直しています。

任意キーで次のページに移ります. データ出力コマンドの出力先をコンソールにした場合、表示される

出力内容を改ページする場合キーボードのどれかを押してください。

2.3 MRBエラーメッセージ集

コード ニーモニック メッセージ 意味

4 NO-RESULT リクエスト先のタスクからリクエスタの

出力メディアに結果が返ってこなかった

ことを示します。

20 RT-TERMINATING リモートコール：実行中に

アプリケーションサーバが

クローズされました.

アプリケーション処理用のエンジンがリ

クエスト実行中に終了した場合、このエ

ラーが発生します。

101 BAD-ARGS リモートコールにてアプリケーションの

指定が間違っているか、プログラム名が

入力されていません。

102 CNCT-REFUSED-

MRB

リモートコール：メッセー

ジサーバが見つかりません.

MRBで使用されるホスト名またはポー

トが不適当な場合、このエラーが発生し

ます。MRBの接続先のポートが適当か

どうか、接続が正常かどうかを確認して

ください。

103 APP-NOT-FOUND リモートコール：リモート

アプリケーションが見つか

りません.

アプリケーションがエンジンによりサ

ポートされていない場合、このエラーが

発生します。また、MGREQ.INIファイ

ルの「Appl=」キーワードで正しくアプ

リケーションを指定していない場合にも、

このエラーが発生します。
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コード ニーモニック メッセージ 意味

104 APP-IN-USE リモートコール：有効なア

プリケーションサーバでは

ありません.

アプリケーション処理用のエンジンがす

べて、他のリクエストの処理中で、使

用できるエンジンがない場合、このエ

ラーが発生します。また、アプリケーシ

ョンがエンジンによりサポートされて

いない場合にも、このエラーが発生し

ます。また、MRBのタイムアウトの値

が小さい場合にも、このエラーが発生

することがあります。タイムアウトの

値は、［設定／サーバ］の「タイムアウ

ト」欄または、MGREQ.INIファイルの、

「BrokerTimeout」キーワードの値が使用

されます。

105 MRB-NOT-RSPND リモートコール：ブローカ

から応答がありません.

サーバエンジンから I-AM-ALIVE メッ

セージが送られないまま、MGRB.INIフ

ァイルの「ServerTimeout」キーワードの

値（時間）が経過した場合、このエラー

が発生します。

106 RT-NOT-RSPND リモートコール：実行エン

ジンから応答がありません.

サーバエンジンから I-AM-ALIVE メッ

セージが送られないまま、MAGIC.INI

ファイルまたはMGREQ.INIファイルの

「ServerTimeout」キーワードの値（時間）

が経過した場合、このエラーが発生しま

す。

107 CNCT-RESET リモートコール：実行中に

リモートエンジンがアボー

トしました.

アプリケーション処理用のエンジンがリ

クエスト実行中にアボートした場合、こ

のエラーが発生します。

110 REQUEST-TIMEOUT リモートコール：リクエス

トタイムアウトを越えまし

た.

リクエストされたタスクの処理が完

了し ない状態で 、MAGIC.INI ファ

イルまたは MGREQ.INI ファイルの

「RequestTimeout」キーワードの値（時

間）が経過したとき、このエラーが発生

します。

111 RQGNRC-ERR-NOT-

MRB

113 RQGNRC-ERR-

APPNAME-

REQUIRED

リモートコール：アプリケー

ション名が指定されていま

せん.

リクエストのパラメータにアプリケーシ

ョン名が指定されていない場合、このエ

ラーが発生します。

114 RQGNRC-ERR-

PRGNAME-

REQUIRED

リモートコール：プログラ

ム名が指定されていません.

リクエストのパラメータにプログラム名

が指定されていない場合、このエラーが

発生します。
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コード ニーモニック メッセージ 意味

115 RQGNRC-ERR-

REPLY-

QUEUE-MISSING

リモートコール：応答キュー

がオープンできませんでし

た.

116 RQGNRC-ERR-NO-

ENGINE-READY

130 APP-OPEN-FAIL リモートコール：アプリケー

ションをオープンできませ

んでした.

サーバエンジンによりアプリケーション

コントロールファイルのオープンが試行

されましたが、その処理に失敗した場合、

このエラーが発生します。

131 PRG-NOT-FOUND リモートコール：プログラ

ムが見つかりません.

指定されたプログラムの公開プログラム

名がアプリケーションに見つからなかっ

た場合、このエラーが発生します。

133 ACCESS-DENIED リモートコール：アクセス

が拒否されました.

ユーザ名またはパスワードが不適当な場

合このエラーが発生します。また、指定

されたユーザにプログラムの実行権利が

ない場合もこのエラーが発生します。

135 LIMITED-LICENSE-

HTTP

リモートコール：インター

ネット処理に対する制限が

かかっています.

サーバエンジンがインターネットリクエ

スト用のエンジンでない場合、このエ

ラーが発生します。

136 LIMITED-LICENSE-

CS

リモートコール：ライセン

ス上の接続可能数を越えま

した.

サーバエンジンのリクエストカウントが

最大値に達している状態でリクエストが

送られた場合、このエラーが発生します。

137 REQUEST-REJECT エンジンは要求を受け付け

ることが出来ません.

実行モードから開発モードへの切り替え

の際にタイミング問題が発生し、そのた

め、サーバエンジンによる要求の実行が

できなかった場合、このエラーが発生し

ます。

138 RT-ERR-MSG リモートコール：リモート

プログラム実行中のエラー

です.

サーバエンジンによりプログラムの実行

が試行されましたが、その処理に失敗し

た場合このエラーが発生します。

146 BIND-HOST-NOT-

FOUND

リモートコール：接続確定

に失敗しました－ホスト名

が不明です.

MGRB.INIファイルの「BrokerPort」キー

ワードに正しいホスト名または、IP ア

ドレスが指定されていない場合、このエ

ラーが発生します。

147 CNCT-HOST-NOT-

FOUND

リモートコール：接続に失

敗しました－ホスト名が不

明です.

［設定／サーバ］の［サーバアドレ

ス］欄または、MGREQ.INIファイルの

「Messaging Server」キーワードまたは

「Local Host」キーワードに正しいホスト

名または、IPアドレスが指定されていな

い場合、このエラーが発生します。

用語集
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コード ニーモニック メッセージ 意味

150 CNCT-REFUSED-

MRB

リモートコール：メッセー

ジサーバが見つかりません.

アプリケーションサーバが ブローかと

接続できません。ブローカが起動され

ているのであれば、ブローカのホスト

名や IP アドレスを確認してください。

MGREQ.INI の LOG パラメータを有効

にして現象を再現させてみてください。

151 CNCT-RESET-BY-

REQ

リクエストの実行中にリクエスタとアプ

リケーションサーバの間の接続がリセッ

トされました。この場合、アプリケーショ

ンサーバからリクエスタに何も返されま

せん。クライアントやアプリケーション

サーバのリクエスタをチェックしてみて

ください。MGREQ.INIの LOGパラメー

タを有効にして現象を再現させてみてく

ださい。

160 RQSPAWN-ERR-EXE-

NOT-FOUND

MGRB.INIの [MRB EXECUTABLES

LIST]の実行ファイル名が正しくない場

合、このエラーが発生します。

161 RQSPAWN-ERR-

PATH-NOT-FOUND

MGRB.INIの [MRB EXECUTABLES

LIST]のコマンドまたは作業ディレクト

リのパスが正しくない場合、このエラー

が発生します。

163 RQSPAWN-ERR-

BAD-LOGIN

MGRB.INIの [MRB EXECUTABLES

LIST]のユーザ名またはパスワードが正

しくない場合、このエラーが発生します。

164 RQSPAWN-ERR-

PRIVILEGE-NOT-

HELD

MGRB.INIの [MRB EXECUTABLES

LIST]で指定したディレクトリでコマンド

を実行する権利が無い場合、このエラー

が発生します。

169 RQSPAWN-ERR-NET-

UNREACHABLE

MGRB.INIの [MRB EXECUTABLES

LIST]で指定したコマンドが渡らなかっ

た場合、このエラーが発生します。

160-169のエラーコードはコマンドライ

ンリクエスタによるエラーとしてブロー

カのログファイルに出力されるものです。

[MRB EXECUTABLES LIST] の指定に

よるエンジンの実行が正常に行われなか

った場合に発生します。正しく設定され

ているかどうかを (パス名、ユーザ名、パ

スワードなど )確認してください。
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コード ニーモニック メッセージ 意味

180 EXE ENTRY NOT

FOUND

起動しようとしたエントリが MGRB.INI

の [MRB EXECUTABLES LIST]および

[MRB REMOTE EXCUTASBLES LIST]

に存在しない場合、このエラーが発生し

ます。

187 CNCT REFUSED

REMOTE MRB

MGRB.INIの [MRB EXECUTABLES

LIST]で指定したホストにおいて MRB

が起動していない場合、このエラーが発

生します。

200 RQ-FATAL リモートコール：一般エ

ラー.

その他のエラー。

201 コードパーティショニング：

TCP/IPが初期化できません

でした.

TCP/IP サービスがインストールされて

いない場合、このエラーが発生します。

TCP/IPをインストールしてください。

202 ERR-OPEN-RESULT-

FILE

リモートコール：結果ファ

イルをオープンできません.

コールリモートの［結果ファイル］欄で

指定されたファイルをオープンできない

場合、このエラーが発生します。

205 DATA-SRVR データサーバはメッセージ

サーバとしては使用できま

せん.

［設定／サーバ］の［サーバタイプ］欄

が正しく指定されていない場合、このエ

ラーが発生します。

220 OUT-OF-

RESOURCES

このエラーメッセージは Winsock が

error-10055(Out of Buffer)を返したとき

に出力されます。
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第A章 その他

A.1 dbMAGICのログファイル一覧

ここでは、dbMAGIC(MRBや Gatewayを含む）が出力するログファイルを一覧で表示します。

dbMAGIC本体のログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

本体実行時のログ情報
(UNIX版)

mgrntlog 環境変数：
MGRNTLOG(mgenvファイル内で指
定)

UNIX 版環境作成ガイド
(5.2.3)

セットアップ時のログ情報
(UNIX版)

$MAGIC HOME/etc/ UNIX 版セットアップガイ
ド (ログファイルと状態ファ
イル)

リポジトリ入力時のログ情
報

xxIMP.LOG(xx：アプリケー
ション識別子)

リファレンス (19.1)

バックグラウンドモードの
ログ

環境変数”MGBACKG LOG” リファレンス (2.3)

タイプ辞書変換時のログ cnvtyp.log

MRBのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

MRBのログ情報 MGRB.INIの [MRB ENV]セクショ
ンの Logパラメータ

リファレンス (15.1)
開発者ガイド -分散開発編
(5.4)

MRB の起動や終了などの
動作に関する情報

mrb event.log Readme.txt(Ver8.2k3 以降
925行目)

リクエスタのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

送受信されたメッセージと
TCP/IPのログ情報

MGREQ.INIの
[REQUESTER ENV] セクションの
Logパラメータ

リファレンス (15.2)

データサーバのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

ディスパッチャのログ情報 $MAGIC HOME/
logs/tcpdispatch.log

環境変数MGDISPATCHLOG(mgenv
ファイルで設定)

UNIX 版セットアップガイ
ド (インストール)
開発者ガイド -分散開発編
(8.2)

データサーバとクライアン
トのログファイル (mgsrvr)
の作成履歴

$MAGIC HOME/
logs/mgsrvrlog

環境変数MGSRVRLOG(mgenvファ
イルで設定)

開発者ガイド -分散開発編
(8.2)

2 その他 用語集

dbMAGIC Ver.8.2



種類 デフォルト名 設定箇所 参考
データサーバと個々のクラ
イアントとのログ情報

$MAGIC HOME/
logs/srvr.ProcessID

同上 開発者ガイド -分散開発編
(8.2)

データベース 　ゲートウェイのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

各ゲートウェイのログ情報 設定/DBMS/DBMS 特性のログレベ
ル、ログファイル名（MAGIC.INIの
[DBMS]各 DBMSの第８,第９パラ
メータ）

リファレンス (2.11)

C-ISAMのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

トランザクション処理のた
めのログ

サーバ上の MAGIC.INI、または、
MGSERVER.INIの [DBMS]C-ISAM
の第６パラメータ LOGFILE=(ファイ
ル名)

UNIX 版環境作成ガイド
(4.1)

通信ゲートウェイのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

TCP/IP G/Wのログ MAGIC.INI の [MAGIC COMMS]
セクションの TCP/IPの第３パラメー
タ に ”TCP LOG=ファイル名” を追
加

Magic/400DataQueueのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

DataQueueのログ情報 サーバの mgreq.iniの
[MAGIC MESSAGING GATEWAYS]
MGSRVR03の第２、３パラメータ

Magic/400 SERVER.TXT
212行目

Magic/400 EASYCOMのログ

種類 デフォルト名 設定箇所 参考

EASYCOMのログ情報 設定/DBMS/パラメータに
EAC LOG=(ファイル名)(MAGIC.INI
の [DBMS] 　AS/400 の第６パラ
メータ EAC LOG=(ファイル名))

Magic/400開発ガイド (3章
Magic/400 ゲートウェイの
設定)

用語集
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